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6月

人口：147,102人　男性：73,518人　女性：73,584人　世帯数：55,896世帯（平成24年5月1日現在・外国籍のかたも含みます）

郷土の偉人
日本数学の育ての親
藤田雄山貞資 
平成23年度市の財政状況…❹

（仮称）寄居PAスマートICに連結許可…❻
渋沢栄一物語［ヨーロッパに学ぶ］…❽
キラリ熱中時間［荒引定男さん］…❾
情熱農力［角田裕也さん］…❾
医学部6年間「学費0円」…�

数学の歴史息づく深谷
 （そろばんと論語を教える青淵塾・渋沢栄一記念館）
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藤田雄山貞資の末
ま つ

裔
え い

本
ほ ん

田
だ

文
ふ み

明
あ き

さん
（本田在住）

雄山を
身近に感じて 日

本
数
学
の
育
て
の
親

藤ふ

じ

田た

雄ゆ

う

山ざ

ん

貞さ

だ

資す

け

　

本
年
４
月
29
日
、
川
本
公
民
館
敷
地
内
に
新
し
く
石

碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。石
碑
に
刻
ま
れ
た
名
前
は『
藤

田
雄
山
貞
資
』。
深
谷
が
生
ん
だ
江
戸
時
代
の
大
数
学

者
で
す
。
今
月
号
は
、郷
土
の
偉
人
『
藤
田
雄
山
貞
資
』

を
特
集
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
鎖
国

中
の
日
本
で
発
達
し

た
独
自
の
数
学
で

す
。
多
数
の
流
派
が

存
在
し
、
特
に
関せ

き

孝た
か

和か
ず

の
流
れ
を

く
む
関
流
が
有
名
。
そ
の
数
学
と

し
て
の
レ
ベ
ル
は
世
界
最
先
端
に

達
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
和
算
は
実
用
で
あ
る
と
と
も

に
庶
民
の
娯
楽
で
も
あ
り
ま
し
た
。

人
々
は
和
算
を
趣
味
と
し
て
楽
し

み
、
算
額
（
数
学
の
問
題
や
解
法
を

絵
馬
の
よ
う
に
し
た
も
の
）
を
神
社

仏
閣
に
奉
納
す
る
習
慣
も
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

明
治
に
な
る
と
西
洋
数
学
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
に
つ
れ
和
算
は
衰

退
し
ま
し
た
が
、
算
額
の
風
習
は
昭

和
初
期
ご
ろ
ま
で
残
っ
て
お
り
、
市

内
で
も
畠
山
の
満
福
寺
や
原
郷
の

楡に
れ

山や
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
田
雄
山
貞
資
（
以
下
雄
山
）
は
、

享
保
19
年
９
月
16
日
、
本
田
村
（
現
深

谷
市
本
田
）
に
本
田
家
の
３
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
数
学

が
得
意
で
、
測
量
な
ど
父
親
の
仕
事
を

よ
く
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　

23
歳
で
大や

ま

和と

新し
ん

庄じ
ょ
う

藩は
ん

（
現
奈
良
県
葛か

つ
ら

城ぎ

市し

新
庄
）
の
藤
田
家
へ
養
子
に
入

る
と
、
当
時
和
算
の
主
流
で
あ
っ
た

関せ
き

流り
ゅ
う

の
３
代
目
後
継
者
山や

ま

路じ

主ぬ
し

住ず
み

（
以

下
山
路
）
に
弟
子
入
り
。
次
第
に
頭

角
を
現
し
、
山
路
の
手
伝
い
と
し
て

幕
府
の
※

天て
ん

文も
ん

方か
た

に
お
い
て
改
暦
の
作

業
に
従
事
し
ま
す
。
33
歳
で
山
路
か

ら
関
流
免
許
（
印い

ん

可か

状じ
ょ
う

）
を
授
か
り

４
代
目
後
継
者
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

す
が
、
目
の
病
に
か
か
り
34
歳
で
天

文
方
の
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
筑ち

く

後ご

久く

留る

米め

藩は
ん

（
現
福
岡

県
久
留
米
市
）
の
藩
主
有あ

り

馬ま

候こ
う

に
江
戸

詰
め
の
算
学
師
範
と
し
て
召
し
抱
え
ら

藤田雄山貞資
和算家

知ってる？
郷土の偉人

当代随
一の大

数学者
と呼ば

れ

和算の
教科書

精要算
法を刊

行

弟子
の数は

数百人
を数え

る

和
算
の
大
家

年
譜

出
来
事

享
保
19
年

（
１
７
３
４
年
）

９
月
16
日
、本
田
村
に
本

田
家
の
３
男
と
し
て
生
ま

れ
る

宝
暦
６
年

（
１
７
５
６
年
）

大
和
新
庄
藩
の
藤
田
家
へ

養
子
に
入
る

宝
暦
７
年

（
１
７
５
７
年
）

関
流
山
路
主
住
の
門
下

生
と
な
る

宝
暦
12
年

（
１
７
６
２
年
）

幕
府
天
文
方
手
伝
い
と
な

る

明
和
３
年

（
１
７
６
６
年
）

山
路
主
住
か
ら
関
流
免
許

（
印
可
状
）を
授
か
る

明
和
４
年

（
１
７
６
７
年
）

眼
病
の
た
め
幕
府
天
文
方

を
辞
め
る

明
和
５
年

（
１
７
６
８
年
）

筑
後
久
留
米
藩
有
馬
候

に
算
学
師
範
と
し
て
召
し

抱
え
ら
れ
る

天
明
元
年

（
１
７
８
１
年
）
『
精
要
算
法
』を
刊
行
。和

算
の
教
科
書
と
し
て
多
く

の
和
算
家
に
用
い
ら
れ
る

天
明
５
年

（
１
７
８
５
年
）

会
田
安
明
と
の
20
年
に
及

ぶ
算
学
論
争
が
始
ま
る

文
化
４
年

（
１
８
０
７
年
）

８
月
６
日
、74
歳
で
没
す
。

江
戸
四
谷
の
西
応
寺
に
眠

る

▲藤田雄山貞資先生顕彰碑
　4月 29日藤田雄山貞資先生顕彰会により
建立されました（11ページに除幕式につい
て掲載）

東
の
藤
田

　
　
　

 

西
の
会
田

和算って
　なあに？

▲楡山神社に奉納されている算額

　わたしは雄山から数えると9代目に当たりま
す。近しい関係だと得てしてその存在の大きさ
を感じづらいものですが、周囲のかたがたのお
力により、改めて教えていただいています。次
の世代へ歴史を引き継ぐため、今後当家に残る
資料などを整理し、わたし自身勉強しなければ
と考えています。皆様には、雄山と和算を身近
に感じていただければと思います。

▲藤田雄山貞資生家（本田地内）
　門の前には副碑が建てられています

Interview
インタビュー

藤田雄山貞資先生顕彰会会長
野
の

澤
ざ わ

優
まさる

さん
（田中在住）

子どもたちが学問
を志すきっかけに

　顕彰会はこれまで、展示会やリーフレッ
ト・絵本の作製など雄山の功績を伝えるべく
活動してきました。顕彰碑の建立に当たって
は、本当にたくさんのかたにご協力を頂きま
した。ありがとうございました。多くのかた
に雄山を知ってもらい、特に子どもたちが学
問を志すきっかけになればうれしいです。

れ
る
と
、
雄
山
の
元
に
は
た
く
さ
ん
の

弟
子
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
以

降
、
雄
山
は
多
く
の
後
進
を
育
て
な
が

ら
、
自
ら
も
常
に
学
び
続
け
日
本
を
代

表
す
る
数
学
者
と
な
り
ま
し
た
。

※
天
文
方
…
天
体
・
暦
・
測
量
・
地
誌

な
ど
に
関
す
る
仕
事
を
す
る
役
所

　

雄
山
の
名
を

全
国
に
広
め
た

の
は
、
48
歳
の

時
に
発
行
し
た

書
物
『
精
要
算

法
』
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
関
流
和
算
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も

の
で
、
多
く
の
和
算
家
に
教
科
書
と
し

て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

精せ

い

要よ

う

算さ

ん

法ぽ

う

を
刊
行
　

多
数
の
流
派
が
存
在
す
る
和
算
の
世

界
で
、
関
流
の
雄
山
と
最さ

い

上じ
ょ
う

流り
ゅ
う

の
会あ

い

田だ

安や
す

明あ
き

の
間
で
は
20
年
に
わ
た
り
算
学
論

争
が
続
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
両
者
の
和
算
水
準
が
向

上
し
た
と
同
時
に
、
和
算
へ
の
興
味
と

関
心
を
広
く
人
々
に
与
え
る
も
の
と
も

な
り
ま
し
た
。

数
百
人
の
門
弟

　

ま
た
、
庶
民
の
間
で
は
当
時
人
気
を

博
し
て
い
た
相
撲
に
倣な

ら

い
和
算
家
の
番

付
表
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
西

の
最
高
位
で
あ
る
大
関
に
は
、
東
に
雄

山
、
西
に
会
田
安
明
が
位
置
し
て
い
ま

し
た
。

　

雄
山
は
多
く
の
後
進
を
育
て
た
教
育

者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
門
弟
は
数

百
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
上
州
板い

た

鼻は
な

（
現
群
馬
県
安
中

市
板
鼻
）
の
小お

野の

栄え
い

重じ
ゅ
う

は
、
伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

を
手
伝
っ
て
日
本
地
図
の
作
製
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

※登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢については、当時の通例に従い数
え年の表記とします。

日本学士院蔵
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 億円
 190 180 170  100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0

               億円
 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100  170 180 190

市 税
市民の皆さ
んが納めた
市民税や固
定資産税な
ど

民 生 費
乳児や高齢
者、体の弱い
かたなどの
福祉のため
の経費

地方交付税
行政サービ
スを維持す
るため、国か
ら交付され
るお金

総 務 費
市役所の全
般的な仕事
の経費

市 債
建設事業な
どのために
市が借り入
れたお金

公 債 費
借入金の返
済金

国庫支出金
特定の事業を
行うために国
から交付され
た補助金や負
担金など

教 育 費
小・中学校や
公民館など
の経費

繰 越 金
前年度の会
計から繰り
越されたお
金

土 木 費
道路や下水
道、公園など
の経費

県支出金
特定の事業を
行うために県
から交付され
た補助金や負
担金など

衛 生 費
ごみやし尿
の処理など
の経費

消 防 費
消防や救急
の経費

繰 入 金
各種基金な
どから繰り
入れたお金

商 工 費
商業の振興
に要する経
費

諸 収 入
貸付金の元
利収入、競艇
事業収入な
ど

そ の 他
地方消費税
交付金、分担
金及び負担
金など

そ の 他
農林水産業
費、議会費、
労働費など

歳入 歳出一 般 会 計

 173億   809万円

 176億9,073万円 （102.2%）

 94億8,755万円

 99億2,317万円 （104.6%）

 67億1,020万円

 18億9,600万円 （28.3%）

 65億2,742万円

 56億1,498万円 （86.0%）

 29億4,585万円

 29億4,585万円 （100.0%）

 28億   290万円

 21億     63万円 （74.9%）

 22億2,273万円

 22億1,965万円 （99.9%）

 15億2,332万円

 6億   696万円 （39.8%）

 46億6,405万円

 40億5,540万円 （87.0%）

 188億3,898万円

 175億5,953万円 （93.2%）

 74億6,512万円

 65億6,236万円 （87.9%）

 66億6,744万円

 59億7,321万円 （89.6%）

 59億4,106万円

 39億8,696万円 （67.1%）

 52億6,824万円

 42億2,991万円 （80.3%）

 48億3,909万円

 43億2,559万円 （89.4%）

 18億7,751万円

 17億9,996万円 （95.9%）

 13億1,337万円

 8億5,819万円 （65.3%）

 19億8,131万円

 18億2,381万円 （92.1%）

深谷市の深谷市の財政状況財政状況
平成 23年度 (平成 24年 3月 31日現在）の市の財政状況をお知らせします

　市では、まちづくりのために、市民の皆さんに納めていただいた税金や市債 (市の借入金 )などを財源とし、
効率的な財政運営に努めています。どのような事業にどのくらいお金が使われたかという、｢市の家計簿｣ と
もいうべき財政状況を年 2回に分けてお知らせしていますが、今回は、平成 23年度 ( 平成 24年 3月 31日
現在 )の財政状況をお知らせします。

　予算額に対して、収入済額と支出済額のそれぞれ
に差がありますが、これは出納整理期間の収入・支出
が加算されていないためです。決算の数値は、出納整
理期間終了後の数値になります。
（注） 出納整理期間…年度内に終了した取り引きにつ

いて、4月1日～5月31日までに現金を収入・支出
した場合は、年度内に収入・支出したものとして
出納を処理することができます。この期間を出納
整理期間といいます。

※数値は表示金額未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。
※予算額は、平成22年度の繰越分を含みます。

市民1人当たりに換算すると       395,324円

1世帯当たりに換算すると        1,041,299円

※国民健康保険、後期高齢者医療、農業集
落排水事業、土地区画整理事業

※下水道事業、水道事業

※特別会計＝農業集落排水事業、土地区画
整理事業

　企業会計＝下水道事業、水道事業

公

有

財

産

土地
および
建物

区分 土地 建物

行政財産 2,881,708㎡ 380,027㎡

普通財産 278,844㎡ 21,274㎡

計 3,160,552㎡ 401,301㎡

物権（地上権） 495㎡

有価証券（テレビ埼玉ほか株券） 2,875万円

出資による権利（埼玉県信用保証協会出えん金など12件） 39億　625万円

債権 3億1,318万円

基金（行政振興基金など19件） 153億2,204万円

会計名 予算額 収入済額 支出済額

特別会計 194億7,731万円 177億2,140万円 177億9,692万円

会計名 予算額 収入済額 支出済額

企業

会計

収益的収入 44億1,091万円 42億6,161万円 －

収益的支出 40億4,157万円 － 37億9,108万円

資本的収入 41億1,392万円 41億9,679万円 －

資本的支出 75億   521万円 － 43億8,517万円

人口 147,140人

世帯数 55,861世帯

総額 176億9,073万円

　市が保有する公有財産のうち、土地は 3,160,552㎡、
建物は 401,301㎡です。庁舎、学校、公園などの行政
財産と、それ以外の普通財産とに分かれます。

企 業 会 計

市債（借入金）

市 有 財 産

特 別 会 計

深谷市の人口

市 税 の 内 訳

固定資産税
85億3,660万円

市民税
74億1,449万円

市たばこ税
9億3,976万円

都市計画税
5億3,890万円

軽自動車税
2億6,099万円

　平成 23 年度深谷市一般会計予算は、東日
本大震災からの復興・支援を図るべく、公共
施設の耐震化や農業者・中小企業者向け緊急
資金援助策などを内容とする 6次にわたる
補正および専決処分を行ったことに伴い、過
去最大規模の 541 億 9,211 万円となりまし
た。
　本市の財政構造の特徴として、歳入に占め
る地方交付税の割合が高いことが挙げられ、
安定的に計上できる自主財源の確保が将来的
な課題となっています。
　景気低迷の影響を受けて税収が伸び悩む
中、社会保障関連経費は増加を続けており、
市政運営にはより一層の知恵と工夫が求めら
れますが、限りある財源を有効活用できるよ
う、市民の皆様の声にしっかりと耳を傾けな
がら、選択と集中を念頭に引き続き行財政改
革を進めてまいります。

　　　　　　　　　　　深谷市長　小島　進

歳入予算額･･ 541億9,211万円
収 入 済 額 ･･ 470億5,337万円
執行率･･････ 86.8%

〈表の見方〉

予 算 額

収入済額（執行率）

歳出予算額･･ 541億9,211万円
支 出 済 額 ･･ 471億1,953万円
執行率･･････ 86.9%

〈表の見方〉

予 算 額

支出済額（執行率）

会計名 残高

一般会計 256億4,426万円

特別会計合計 78億2,182万円

企業会計合計 247億　195万円

合計 581億6,803万円

※数値は表示金額未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場
合があります。
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6月のご案内

笑
顔
を
見
る
た
め
に

　

わ
た
し
の
友
人
の
Ａ
さ
ん
は
、
仕
事

上
生
活
が
不
規
則
で
、
最
近
は
運
動
不

足
気
味
。
当
然
体
重
も
増
え
続
け
ま
し

た
。
食
事
制
限
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、

周
囲
か
ら
「
顔
色
が
悪
い
」
な
ど
評
判

が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
一
念
発

起
し
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
な
り

に
体
重
は
落
ち
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
つ

ら
い
こ
と
も
多
く
、
あ
る
日
奥
さ
ん
に

「
や
め
よ
う
か
な
」
と
告
げ
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
Ａ
さ
ん
の
す
る
こ
と
に
一

度
も
反
対
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
奥
さ

ん
が
「
で
き
れ
ば
続
け
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
た
の
で
す
。
Ａ
さ
ん
が
健
康
体

に
戻
っ
た
こ
と
を
家
族
が
喜
ん
で
い
た

と
知
り
、
改
め
て
、
家
族
が
喜
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
し
よ
う
と
、
今
日
も
走
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
仕
事
上
の
恩
師

の
言
葉
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

当
時
20
代
の
わ
た
し
に
「
人
間
は
何
で

生
き
て
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ
て
、「
そ

れ
は
家
族
や
ら
周
り
の
人
を
喜
ば
せ
る

た
め
だ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
し
た
。

　

続
け
て
そ
の
か
た
は
、
人
間
は
何
か

事
が
起
こ
る
と
す
ぐ
に
「
他
人
の
せ

い
」、「
時
代
の
せ
い
」、「
場
所
の
せ
い
」

に
し
た
が
る
け
れ
ど
、
そ
う
で
は
な
く

て
ま
ず
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
考
え

る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
周
囲
の
人
を
喜
ば
せ
る

た
め
に
す
る
の
だ
と
断
言
し
ま
し
た
。

　

確
か
に
冒
頭
の
Ａ
さ
ん
も
、
家
族
を

喜
ば
せ
る
と
い
う
原
動
力
が
な
か
っ
た

ら
、続
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

以
来
わ
た
し
も
、
誰
か
の
せ
い
に
す

る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
自
分
で
行
動
に

移
す
よ
う
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

　

市
長
と
し
て
は
、
助
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
、
そ
し
て
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
見
る
た
め
と
考
え
る

と
、
意
外
と
シ
ン
プ
ル
に
、
す
る
べ
き

行
動
が
見
え
て
き
ま
す
。

「
キ
ツ
ツ
キ
と
雨
」（
日
本
・
１
２
９
分
）

と
き　

６
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
②
③
④

内
容　

度
胸
ゼ
ロ
の
新
人
監
督
率
い
る

地
方
ロ
ケ
隊
と
地
元
民
と
の
間
で
巻
き

起
こ
る
騒
動
と
感
動
の
て
ん
末

「
戦
火
の
馬
」　　

   （
米
・
１
４
７
分
）

と
き　

６
月
17
日
㈰
〜
23
日
㈯
①
②
③

④内
容　

第
１
次
世
界
大
戦
下
に
軍
馬
と

し
て
戦
地
に
送
ら
れ
た
馬
と
少
年
の
物

語
を
馬
の
視
点
か
ら
描
く
。
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
作
品

「
マ
リ
リ
ン
７
日
間
の
恋
」

（
英
・
米
・
１
０
０
分
・
字
幕
）

と
き　

６
月
24
日
㈰
〜
７
月
７
日
㈯
①

内
容　

マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
の
秘
め

ら
れ
た
純
愛
実
話

「
麒
麟
の
翼
〜
劇
場
版
・
新
参
者
〜
」

（
日
本
・
１
２
９
分
）

と
き　

６
月
24
日
㈰
〜
30
日
㈯
②
③
④

内
容　

東
野
圭
吾
原
作
に
よ
る
感
涙
を

呼
ぶ
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ス
ペ
ン
ス

※
上
映
情
報
は
予
定
で
す
。
予
告
な
し

に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
」

（
日
本
・
１
１
４
分
）

と
き　

６
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
①
②
③

内
容　

心
の
空
白
を
満
た
す
北
国
の
す

て
き
な
パ
ン
カ
フ
ェ
を
営
む
若
夫
婦
の

物
語

「
鬼
に
訊
け
〜
宮
大
工
西
岡
常
一
の
遺
言
」

（
日
本
・
88
分
）

と
き　

６
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
④

内
容　

他
界
し
た
宮
大
工
界
の
匠
が
語

る
職
人
魂
と
使
命
感
に
満
ち
た
そ
の
人

生
を
描
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
だ
ん
ら
ん
に
っ
ぽ
ん
愛
知
・
南
医
療

生
協
の
奇
跡
」   

（
日
本
・
１
１
８
分
）

と
き　

６
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
①

内
容　

医
療
生
協
発
祥
の
地
に
カ
メ
ラ

を
据
え
、
そ
の
原
点
を
描
く
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

（
☎
５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

　

深
谷
市
・
美
里
町
・
寄
居
町
で
は
、

地
域
経
済
の
振
興
お
よ
び
交
通
利
便
性

の
向
上
な
ど
を
図
る
目
的
で
、
寄
居

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
か
ら
高
速
道
路
に

乗
り
降
り
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を
計
画
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
こ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
一
般
道
と
の
連
結
が

国
土
交
通
大
臣
か
ら
許
可
さ
れ
、
キ
ラ

ラ
上
柴
で
許
可
書
の
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
１
市
２
町
と
Ｎネ

ク

ス

コ

Ｅ
Ｘ
C
O

東
日
本
が
事
業
を
分
担
し
て
、
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

「（
仮
称
）寄
居
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」
事
業
概
要

設
置
場
所　

関
越
自
動
車
道
寄
居
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア

▪
上
り
＝
深
谷
市
本
郷
地
内

▪
下
り
＝
寄
居
町
用
土
地
内

利
用
対
象　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭
載
し

た
全
車
種

利
用
形
態　

一
旦
停
止
型
、
フ
ル
イ
ン

タ
ー
（
上
下
線
と
も
に
出
入
り
可
）

供
用
開
始　

平
成
28
年
10
月
（
予
定
）

▲連結許可書伝達式

　左から原
はら

田
だ

美里町長、島
しま

田
だ

寄居町長、小島

深谷市長、辻
つじ

大宮国道事務所長

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
（
☎
５
７

４
‐
６
６
５
４
）

Ｑ

Ａ

東日本大震災を踏まえ、防災計画の見直しは
行われるのですか。また、地震や水害の被害
を想定したハザードマップは作成されていま
すか。

「深谷市地域防災計画」は見直し中です。
ハザードマップは作成・配布しています。　

　国・県の防災計画の見直しを受け、現在、市でも
「深谷市地域防災計画」の見直しを進めています。
　また、平成21年4月に、避難所の場所や被害想定
などを掲載した地震と水害のハザードマップを毎戸
に配布したほか、公民館や市役所、総合支所でも配
布しています。梅雨や台風時期を前に、避難所や避
難路などの確認をお願いします。
　なお、「深谷市地域防災計画」の見直し後に、新
たなハザードマップを作成する予定です。　
問い合わせ　自治防災課（☎574‐ 8597）

地
域
経
済
を
振
興

「（
仮
称
）寄
居
P
A
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」に
連
結
許
可

1

市
内
商
工
会
が
合
併

2　

ふ
か
や
市
商
工
会
と
岡
部
商
工
会
の

合
併
記
念
式
典
が
、
４
月
２
日
に
花
園

文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
県
か
ら
吉よ

し

岡お
か

虎と
ら

市い
ち

会

長
に
合
併
認
可
書
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

合
併
後
の
商
工
会
の
名
称
は
「
ふ
か

や
市
商
工
会
」
で
、
岡
部
商
工
会
は
、

ふ
か
や
市
商
工
会
岡
部
支
所
と
な
り
ま

し
た
。本
所
の
所
在
地
は
花
園
地
区
で
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。
会
員
数
は
約

１
，１
０
０
と
な
り
、
商
工
会
の
組
織

力
、
財
政
力
、
指
導
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

吉
岡
会
長
は
、
式
典
の
あ
い
さ
つ
で

「
こ
の
た
び
の
合
併
に
よ
り
、
市
内
商

工
会
が
一
丸
と
な
れ
た
こ
と
は
大
変
う

れ
し
い
。
新
体
制
の
下
、
さ
ら
な
る
地

域
商
業
の
活
性
化
と
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

▲県から合併認可書の伝達を受け
る吉岡会長（右）

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課
（
☎
５
７

４
‐
６
６
５
０
）

みんなの声みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

深谷市長　小島　進
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　榛沢のトウモロコシといえば『味
み

来
ら い

』。角

田さんたち生産者が一丸となって『榛沢の味

来』の味を守っています。その一翼を担うべ

く、26歳の時に就農。「以前より収入は不安

定になったけど、刺激があって面白い」と語

ります。2年前には仲間と青壮年部を結成。

小学校で収穫体験を指導するなど、PRにも

積極的です。「1人でも多くの人に、『榛沢の

味来』の味を知ってもらいたい」この気持ち

が原動力となっています。

榛沢の味来
と共に

角
つ の

田
だ

 裕
ゆ う

也
や

さん（32歳・後榛沢）

　

福
祉
施
設
な
ど
で
の
慰
問
演
奏
や
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
音
楽
活
動
を
し
て

い
る
荒
引
定
男
さ
ん
。
大
好
き
な
音
楽

で
地
域
に
貢
献
で
き
た
ら
と
、
自
作
の

歌
や
、
空
手
と
和
太
鼓
を
融
合
さ
せ
た

独
自
の
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

荒
引
さ
ん
は
福
島
県
双
葉
町
出
身
。

兄
が
都
内
で
そ
ば
店
を
営
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
、
家
族
で
上
京
。
そ
ば
店
で
修

行
す
る
傍
ら
、
独
学
で
ギ
タ
ー
を
習
得

し
、
夜
の
街
で
10
年
ほ
ど
『
流
し
』
を

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
30
代
で
福
島
県

富
岡
町
に
移
り
、
そ
ば
店
『
立た

ち

花ば
な

』
を

開
業
。
余
暇
に
慰
問
活
動
や
障
害
者
の

か
た
へ
太
鼓
の
指
導
を
す
る
な
ど
、
約

20
年
間
『
ん
だ
べ
ー
立
花
』
の
芸
名
で

た
く
さ
ん
の
か
た
と
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
の
震
災
後
、
福
島
第

一
原
発
か
ら
約
８
㎞
の
自
宅
を
離
れ
、

福
島
県
内
の
避
難
所
を
５
か
所
ほ
ど

転
々
と
し
、
親
族
が
住
む
深
谷
に
行
き

着
き
ま
し
た
。

「
１
か
月
ほ
ど
、
も
く
せ
い
館
で
避
難

生
活
を
送
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
新
鮮
な
野
菜
を
頂
く
な
ど
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深
谷
の
人
は

本
当
に
優
し
い
で
す
ね
」

　

避
難
し
て
し
ば
ら
く
は
、
歌
う
気
に

な
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
お
世

話
に
な
っ
た
深
谷
の
か
た
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
た
い
」
と
、
ん
だ
べ
ー
立

花
が
再
起
し
ま
し
た
。

「
今
は
ま
だ
悲
し
い
歌
し
か
歌
え
ま
せ

ん
が
、
好
き
な
歌
を
歌
っ
て
過
ご
せ
る

ん
だ
か
ら
幸
せ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

歌
の
力
を
借
り
て
、地
域
に
出
て
行
き
、

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
た
い
で
す
」

　

荒
引
さ
ん
は
心
の
叫
び
を
詞
に
乗

せ
、
今
日
も
演
奏
を
続
け
ま
す
。

～荒
あ ら

引
び き

定
さ だ

男
お

さん～

心
の
叫
び
を
詞う

た

に
乗
せ

　ママ、いつも家族のために働いてくれてありがと

う。本来ならば一家の主であるパパが再び単身赴任

を余儀なくされていましたが、「パパ、もう行かな

くていいよ、家族みんなで暮らせた方がいいよ、子

どもの成長は今しか見られないよ、その分、私が頑

張るから。」と言ってくれましたよね。とても重み

のある言葉で、決心がつきました。

　この時代、この歳になっての再就職は大変厳し

かったけれど、家族一緒に暮らせることに幸せを感

じています。ありがとう。

櫛引　小
こ

林
ばやし

康
やす

弘
ひろ

 さん

ママへ

最優秀賞
一般の部

▶「
わ
ん
ぱ
く
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」（
３
月
24
日
、川
本
南

小
学
校
北
側
学
校
林
で
開
催
）で
は
、両
親
・
深
谷
市

民
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
歌
や
、故
郷
を
思
う
歌

を
披
露
し
ま
し
た

ヨーロッパに 学 ぶ

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

﹇
第
12
回
﹈

『パリ万博親善使節団『パリ万博親善使節団
～パリまでの道のり～』～パリまでの道のり～』

　使節団一行29人は、慶応3年1月11
日横浜を出発すると、上海・香港・サイ
ゴン・シンガポール・セイロン・アデン
を経てスエズへ到着します。当時はまだ
運河が完成していなかったため、スエズ
からは汽車に乗りアレクサンドリアへ。

そこから、地中海を渡る船に乗り換えマ
ルセイユに上陸。その後、再び汽車に乗
り換えるとリヨンを経て3月7日パリに
到着しました。
『雨夜譚会』『雨夜譚会』
　　渋沢栄一の回想談を記録するために、渋沢栄一の回想談を記録するために、
栄一の孫である栄一の孫である渋渋

しぶし ぶ

沢沢
さわさ わ

敬敬
けいけ い

三三
ぞうぞ う

により企画されにより企画され
た会です。大正15年10月～昭和5年7た会です。大正15年10月～昭和5年7
月までで、全31回開催されました。月までで、全31回開催されました。

　

途
中
上
海
で
は
、
外
国
人
に
よ
っ
て

牛
馬
の
よ
う
に
鞭む

ち

で
使し

役え
き

さ
れ
る
中
国

人
労
働
者
の
姿
を
目
撃
し
ま
す
。
英
領

香
港
、
仏
領
サ
イ
ゴ
ン
に
も
寄
港
し
、

欧
米
列
強
に
よ
る
ア
ジ
ア
侵
略
の
現
実

に
触
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植

民
地
を
通
し
て
の
英
仏
両
国
の
国
力
の

違
い
に
も
目
を
向
け
て
い
ま
す
。
地
中

海
と
紅
海
を
結
ぶ
ス
エ
ズ
運
河
は
開か

い

削さ
く

中ち
ゅ
う

で
、
こ
の
大
工
事
が
フ
ラ
ン
ス
人
レ

セ
ッ
プ
ス
を
中
心
に
、
民
間
か
ら
資
本

を
集
め
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注

目
し
ま
す
。

　

二
月
二
十
九
日
、マ
ル
セ
イ
ユ
到
着
。

三
月
七
日
、
パ
リ
到
着
。
三
月
二
十
四

日
、
昭あ

き

武た
け

、
仏
国
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三

世
に
謁え

っ

見け
ん

、
将
軍
慶よ

し

喜の
ぶ

よ
り
託
さ
れ
た

国
書
を
奉ほ

う

呈て
い

。
こ
の
謁
見
式
に
は
、
栄

一
は
陪ば

い

席せ
き

を
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
後
、
観
劇
会
や
舞
踏
会
、
競
馬
見

学
や
観か

ん

兵ぺ
い

式し
き

、
万
博
見
学
な
ど
、
昭
武

の
赴お

も
む

く
と
こ
ろ
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い

ほ
ど
栄
一
の
陪
席
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
や
人
柄
が

昭
武
の
信
頼
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

銀
行
の
制
度
や
株
式
会
社
の
仕
組
み

な
ど
、
栄
一
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
学
ん
だ

も
の
は
、
数
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
最

大
な
も
の
は
と
い
え
ば
、
次
の
よ
う
な

栄
一
自
身
の
言
葉
が
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
…
わ
た
し
が
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
中

深
く
感
じ
た
こ
と
が
一
つ
あ
っ
た
。
そ

れ
は
わ
が
国
が
彼か

の
地ち

に
比
較
し
て
官か

ん

尊そ
ん

民み
ん

卑ぴ

の
弊へ

い

が
甚は

な
は

だ
し
い
こ
と
で
あ

る
。
わ
た
し
は
せ
め
て
実
業
界
に
だ
け

で
も
こ
の
弊
を
直
し
て
み
た
い
。
そ

れ
に
は
民
業
の
発
展
が
必
要
で
あ
る
。」

（
雨あ

ま

夜よ

譚が
た
り

会か
い

談だ
ん

話わ

筆ひ
っ

記き

）

　

あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
昭
武
の
お
守

役
の
ビ
レ
ッ
ト
大
佐
と
幕
府
の
パ
リ
に

お
け
る
代
理
人
で
あ
る
銀
行
家
の
フ

リ
ュ
リ
＝
エ
ラ
ー
ル
の
二
人
が
対
談
し

て
い
る
場
面
に
、
栄
一
は
出
く
わ
し
ま

す
。
当
時
の
わ
が
国
で
言
え
ば
、
ビ

レ
ッ
ト
大
佐
が
侍
で
、
フ
リ
ュ
リ
＝
エ

ラ
ー
ル
が
商
人
で
す
。
侍
の
ビ
レ
ッ
ト

大
佐
が
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
い
る
か
と
い

え
ば
大
違
い
で
、
む
し
ろ
商
人
で
あ
る

フ
リ
ュ
リ
＝
エ
ラ
ー
ル
の
方
が
尊
敬
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
す
。
栄

一
は
こ
の
こ
と
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。　
　
　
　
（
文
：
新
井
慎
一
）

▲フリュリ＝エラール
（渋沢史料館提供）
栄一は彼から銀行業・金
融業を学びました
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　今年は、震災の復興を願い「笑顔満開」をテーマに開

催しました。花にちなんだ楽しい教室やフォトスポット

が大好評で、花も来場者も笑顔で満開になりました。

　日本語の習得により、外国人のかたが快適な生活を送

れるよう、日本語教室を開講しました。今後、日本文化

の体験授業も予定しています。

　花園地区交通安全協会花園支部の皆さんが、交通事故

防止のため、見通しの悪い場所での小枝切りや標識の破

損状況の確認を行いました。

　川本南小学校の6年生39人を対象に、郷土の歩みを

勉強する歴史教室が行われました。子どもたちは、本物

の土器や石器に興味津々でした。

　銀行跡地から現在地への移転2周年を記念したイベン

トが開催されました。名誉館長で映画監督の大
おお

林
ばやし

宣
の ぶ

彦
ひ こ

氏

がお祝いに駆け付け、トークショーを行いました。

　ドラマの舞台は戦後占領下の日本。その中で復興に力

を尽くした吉
よし

田
だ

茂
しげる

首相の姿を描いています。七ツ梅酒造

跡地には当時の横浜の街が再現されました。

　人と人とがつながりを培い、その学習成果をまちづく

りに生かすことを目的とした「ふかや市民大学」が開校

しました。今年度は68人が受講します。

　藤
ふじ

田
た

雄
ゆ う

山
ざ ん

貞
さ だ

資
す け

先生顕彰会により、川本公民館の敷地内

に顕彰碑が建立されました。除幕式には、全国から和算

研究者も参加し、雄山の功績を振り返りました。

夢の「お花屋さん体験教室」に挑戦する子どもたち

開講式には9か国28人が出席しました

交通量の多い交差点では、特に念入りに磨き上げました

大林監督は「映画館はまちの文化の中心、誇らしい」と語られました

ロケは4月9日に始まり、27日までに6日間行われました

来場者800人が祭りを楽しみました

顕彰碑は、地元の自治会などからの寄付により建立されました

香り高い新茶に、大勢のかたが行列をつくりました

花で笑顔いっぱい「第9回ふかや花フェスタ」
深谷城址公園

外国人向け「日本語教室」開講！
深谷コミュニティセンター

地域の安全を守る「カーブミラー清掃」
花園地区

太古のロマンを学ぶ「どっき土器歴史教室」
川本南小学校

まちににぎわいを！「深谷シネマ移転2周年」
七ツ梅酒造跡地（深谷町地内）

ＮＨＫドラマ「負けて、勝つ」ロケ敢行！
七ツ梅酒造跡地（深谷町地内）

地元を再認識「ふかや市民大学」開校
深谷公民館

桜満開「第14回重忠まつり」
畠山重忠公史跡公園（畠山地内）

郷土の大数学者・藤田雄山「顕彰碑除幕式」
川本公民館

静岡の名産地から「新茶キャンペーン」
道の駅おかべ

           4 ／
 28

           4 ／
 26

           4 ／
 29

　友好都市・静岡県藤枝市の茶振興協議会の皆さんが、

香り高い新茶をPRするため、試飲会を開催。また、つ

かみ取り・詰め放題のコーナーも設けられ、大盛況でした。

　重忠太鼓や重忠節踊りなどの郷土芸能が披露されまし

た。また、重忠公には力持ちの逸話があることから、

10㎏・5㎏の石投げや綱引きも行われました。

開校式（写真）に続き、小島市長が講話を行いました

来場者は新酒を飲み比べながら、お酒に合う食べ物などを楽しみました

のみたべまつり「第1回金
き ん

大
た い

星
ぼ し

・蔵びらき」
丸山酒造周辺（横瀬地内）

　地域の魅力や文化を伝えるため、敷地が連なる丸山酒

造・華蔵寺・リーフ（花屋）が協力し、「酒・食・歴史・

花」の祭りを初めて開催しました。

         4      ／
 15

         4 ／
 15

          4 ／
 23

           4 ／
 21

          5 ／
 10

           5 ／
 13

           5 ／
 12

           5 ／
 13

古墳時代の首飾り「勾
まが

玉
たま

づくり」も体験しました
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募
集
人
員　

各
年
２
人

貸
与
金
額　

年
額
３
６
０
万
円

※
入
学
す
る
大
学
の
学
費
が
年
額

３
６
０
万
円
を
上
回
る
場
合
は
、

履
修
に
必
要
な
額
（
寄
付
金
な
ど

任
意
の
納
付
金
、
教
科
書
お
よ
び

参
考
書
な
ど
の
代
金
を
含
み
ま
せ

ん
）

貸
与
期
間　

６
年
間
（
大
学
の
正

規
の
修
学
期
間
）

特
色

①
医
学
部
受
験
前
の
高
校
３
年
生

（
高
校
既
卒
者
を
含
む
）
が
奨
学
生

の
候
補
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
医
学
部
合
格
後
、
大
学
に
納
付

す
る
学
費
な
ど
を
入
学
前
に
貸
与

し
ま
す
。

③
将
来
、
深
谷
赤
十
字
病
院
に
一

定
期
間
勤
務
し
た
と
き
は
、
奨
学

金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

返
還
免
除
の
要
件　

医
師
国
家
試

験
合
格
後
、
深
谷
赤
十
字
病
院
で

臨
床
研
修
を
受
講
す
る
と
と
も
に
、

市
長
が
指
定
す
る
診
療
科
目
の
専

門
医
師
と
し
て
奨
学
金
の
貸
与
を

受
け
た
期
間
の
３
分
の
５
倍
に
相

当
す
る
期
間
を
勤
務
す
る
こ
と

奨
学
金
の
返
還
義
務
が
免
除
と
な

る
主
な
例　

奨
学
金
を
６
年
間
受

け
た
場
合
、
そ
の
３
分
の
５
倍
に

相
当
す
る
10
年
間
、
深
谷
赤
十
字

病
院
へ
勤
務
す
る
こ
と
で
、
返
還

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

深
谷
市
医
師
育
成
奨
学
生
の
制
度

深
谷
市
医
師
育
成
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す

　　

今
年
度
も
市
で
は
、
医
師

を
目
指
し
て
い
る
高
校
３
年

生
な
ど
（
高
校
既
卒
者
を
含

医
師
国
家
試
験
合
格

奨
学
金
貸
与
期
間

（
例
：
６
年
間
）

臨
床
研
修
期
間

（
深
谷
赤
十
字
病
院
）

後
期
研
修
期
間

※
深
谷
赤
十
字
病
院
以
外
で
の
受

講
も
可
で
す
が
、
研
修
科
目
に
つ

い
て
は
、
市
長
が
指
定
し
ま
す
。

深
谷
赤
十
字
病
院
に
勤
務

（
例
：
10
年
間
）

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎525‐1844）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    

年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

　

公
的
年
金
制
度
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
年
金
の
実
質
価
値
を
守
る

た
め
、
物
価
の
変
動
に
応
じ
年
金

額
も
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
年
金
額
は
、
次

の
通
り
で
す
。

平成24年度 年金額

老齢基礎年金（満額） 786,500円

障害基礎年金
（1級） 983,100円

（2級） 786,500円

遺族基礎年金（子1人） 1,012,800円

（基本） (786,500円）

（加算） (226,300円）

老齢福祉年金 402,900円

※
年
金
額
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
熊
谷
年
金
事
務
所
、
ま
た

は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５
）
へ

ね
ん
き
ん
定
期
便
を
送
付
し
て
い

ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
お
よ
び
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
か
た
に
、
保
険
料
納
付
実
績

や
年
金
見
込
み
額
な
ど
を
記
載
し

た
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
毎
年

誕
生
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、

次
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▪
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
・

納
付
済
み
月
数
な
ど
）

▪
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込

み
額

▪
年
金
保
険
料
納
付
額

▪
直
近
１
年
分
の
月
別
保
険
料
納

付
状
況
（
35
・
45
・
58
歳
の
か
た

に
は
、
す
べ
て
の
期
間
の
納
付
状

況
）

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い

た
際
に
は
、
加
入
記
録
・
記
載
内

容
に
漏
れ
や
誤
り
が
な
い
か
確
認

し
、
訂
正
が
あ
る
場
合
に
は
、
同

封
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」

で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５
、

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、
☎

03
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

第5期 介護保険料（平成24～26年度）が改定
●問い合わせ　大里広域市町村圏組合（☎501‐1330）　長寿福祉課（ ☎574‐8544）　

　

改
定
後
の
保
険
料
は
左
表
の
通

り
で
す
。
第
４
期
（
平
成
21
〜
23

年
度
）
と
比
べ
、
次
の
要
因
に
よ

り
保
険
料
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
か
た
お
よ
び
要
介

護
認
定
者
の
人
数
が
増
加
す
る
こ
と

②
介
護
保
険
費
用
の
う
ち
、
65
歳

以
上
の
か
た
が
納
め
る
保
険
料
で

賄
う
割
合
が
、
20
％
か
ら
21
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

③
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
な
ど
が
新
た
に

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護

保
険
の
費
用
が
増
加
す
る
こ
と

④
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、
介

護
保
険
の
費
用
が
増
加
す
る
こ
と

※
詳
し
く
は
、
広
報
ふ
か
や
５
月

号
と
同
時
配
布
の
「
介
護
保
険
料

と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
概
要
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

医学部6年間「学費0円」
●問い合わせ　企画課（☎574‐8096）

む
）
を
対
象
に
、
平
成
25
年
度
深
谷

市
医
師
育
成
奨
学
生
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
将
来
、
医
師
と
し
て
深
谷
赤
十
字

病
院
に
勤
務
す
る
意
志
が
あ
る
か
た

①
平
成
25
年
３
月
に
国
内
の
高
校
を
卒

業
見
込
み
の
か
た

②
す
で
に
高
校
を
卒
業
し
た
か
た

③
高
校
を
卒
業
し
た
か
た
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か

た募
集
人
員　

２
人

募
集
期
間　

７
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

選
考
方
法　

１
次
選
考
＝
個
別
学
力
検
査
（
数
学
お

よ
び
理
科
）、
論
文
、
書
類
審
査

２
次
選
考
＝
面
接

※
募
集
要
項
や
応
募
に
必
要
な
書
類

な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

所 得 段 階 年額の保険料
（保険料率）

世

帯

非

課

税

本

人

非

課

税

第1段階
生活保護受給者・老齢福祉年金受給者

30,600円
（基準額×0.50）

第2段階
合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下

30,600円
(基準額×0.50)

第3段階（特例）
合計所得金額＋課税年金収入額が80万円超120万円以下

42,800円
(基準額×0.70)

第3段階
合計所得金額＋課税年金収入額が120万円超

45,900円
(基準額×0.75)

世

帯

課

税

第4段階（特例）
合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下

55,000円
(基準額×0.90)

第4段階(基準額）
合計所得金額＋課税年金収入額が80万円超

61,200円
(基準額)

本

人

課

税

第5段階
合計所得金額が200万円未満

76,500円
(基準額×1.25)

第6段階
合計所得金額が200万円以上300万円未満

91,800円
(基準額×1.50)

第7段階
合計所得金額が300万円以上600万円未満

107,100円
(基準額×1.75)

第8段階
合計所得金額が600万円以上

116,200円
（基準額×1.90）
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ ファクス メール ホームぺージ
問い合わせ 申し込み・申請 電話

介
護
保
険
認
定
調
査
員
募
集 

あ
長
寿
福
祉
課（
う
５
７
４
‐
８
５
４
４
）

応
募
資
格
●
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福

祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
普
通
自
動

車
免
許
を
お
持
ち
の
か
た

※
調
査
の
実
施
に
は
、
ご
自
分
の
自
動
車

を
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

勤
務
日
数
●
週
５
日
（
30
時
間
以
内
）

報
酬
●
月
額
１
６
２
，０
０
０
円

採
用
時
期
●
８
月
〜
（
若
干
名
）

い
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
・
返
却
不
可
）
と
資
格
を

有
し
て
い
る
証
明
書
（
写
し
）
を
問
い
合

わ
せ
先
へ

深
谷
七
夕
ま
つ
り
市
民
参
加
企
画

「
み
ん
な
の
竹
か
ざ
り
」

あ
市
観
光
協
会
（
う
５
７
５
‐
０
０
１
５
）

　

J
R
深
谷
駅
通
り
や
旧
中
山
道
に
飾
る

竹
飾
り
を
作
製
し
て
い
た
だ
け
る
ご
家
族

や
団
体
・
個
人
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
者

に
は
、
無
料
で
竹
（
約
３
ｍ
の
細
竹
・
先

着
１
５
０
本
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

い
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
問
い
合

わ
せ
先
へ

は
っ
ぴ
ー
健
康
教
室

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
で
２
回
と
も
参
加
で
き

る
か
た

定
員
●
35
人

参
加
料
●
３
０
０
円

い
６
月
６
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
問
い
合

わ
せ
先
へ

とき ところ 内容 持ち物

6月25日㈪
午前9時30分
～午後0時30分

深谷市保健
センター

歯っぴー栄養教室
　～噛

か
んでメタボ脱出～

咬
こう
合
ごう
力測定と調理実習を行います。

講師：西
にし
嘉
よし
子
こ
氏(歯科衛生士)

　　　中
なか
嶋
じま
美
み
徳
のり
氏(管理栄養士)

筆記用具、エプ
ロン、三角巾（バ
ンダナ）、タオル

6月29日㈮
午後1時30分
～3時30分

キララ上柴
体育室

ハッピー運動教室
　～かんたん、ながら体操～
いすに座りながら、体操を行います。
※ 動きやすい服装でお越しください。
講師：遠

えん
藤
どう
良
よし
江
え
氏(健康運動指導士)

体育館シューズ
(上履き)、タオ
ル、水分補給で
きる物、筆記用
具

第
１
回
認
知
症
家
族
を
抱
え
る
介
護

者
教
室

あ
長
寿
福
祉
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
４

４
）、
岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２

１
４
）、
川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２

５
３
２
）、
花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐

１
１
２
３
）

対
象
●
市
内
在
住
で
、
認
知
症
家
族
の
介

護
者
ま
た
は
介
護
経
験
者

と
き
●
６
月
27
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
中
会
議
室

内
容
●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、

テ
ー
マ
別
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い

定
員
●
先
着
20
人

い
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ 

甲
種
防
火
管
理（
新
規
）講
習
会

あ
予
防
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
１
３
）

と
き
●
７
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮
午
前
９
時

20
分
〜
午
後
４
時
50
分

と
こ
ろ
●
消
防
本
部

定
員
●
先
着
１
０
０
人

受
講
料
●
３
，８
０
０
円

い
６
月
５
日
㈫
か
ら
、
受
講
申
込
書
に
記

入
の
上
、
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
２
・

４
㎝
）・
受
講
料
を
添
え
て
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
た
は
花
園
消
防
署
へ

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
防
火
管
理

者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
所
な

ど
は
次
の
通
り
で
す
。

①
収
容
人
員
が
10
人
以
上
の
社
会
福
祉
施
設

②
収
容
人
員
が
30
人
以
上
で
建
物
面
積
が

３
０
０
㎡
以
上
の
飲
食
店
、物
品
販
売
店
、

診
療
所
、
旅
館
な
ど
の
不
特
定
多
数
の
人

が
出
入
り
す
る
施
設

③
収
容
人
員
が
50
人
以
上
で
建
物
面
積
が

５
０
０
㎡
以
上
の
共
同
住
宅
、
学
校
、
工

場
な
ど
の
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

施
設中

高
年
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

あ
い
商
工
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

講
座
●
①
基
本
セ
ミ
ナ
ー　

②
応
募
書
類

の
作
り
方

対
象
●
40
歳
以
上
の
求
職
者
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
か
た
（
年
齢
不
問
）

と
き
●
①
６
月
22
日
㈮　

②
７
月
９
日
㈪　

※
①
②
と
も
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

定
員
●
先
着
30
人

第
３
回
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
in
深
谷

〜
こ
こ
ろ
の
不
安
と
向
き
合
っ
て
〜

あ
埼
玉
北
部
断
酒
新
生
会
・
嶋し

ま

田だ

さ
ん

（
う
０
８
０
‐
５
５
１
４
‐
６
７
４
０
）、

保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

と
き
●
６
月
24
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
●
上
柴
公
民
館
大
会
議
室

内
容
●
【
第
１
部
】
講
演
会
「
貧
困
と
震

災
の
現
場
か
ら
見
え
る
も
の
」
講
師
＝
森も

り

川か
わ

す
い
め
い
氏
（
世
界
の
医
療
団
東
日
本

大
震
災
被
災
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
医

師
）【
第
２
部
】
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
当

事
者
・
家
族
の
か
た
な
ど
の
体
験
発
表

定
員
●
先
着
１
３
０
人

保
護
者
の
た
め
の「
わ
が
子
」の
自
立

支
援
セ
ミ
ナ
ー

あ
若
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
（
う

０
４
８
‐
２
５
５
‐
８
６
８
０
）

　

子
ど
も
へ
の
接
し
方
や
子
ど
も
の
自
立

に
つ
い
て
の
手
だ
て
を
学
び
ま
す
。

対
象
●
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
、
子

ど
も
の
将
来
に
不
安
を
抱
え
る
保
護
者

と
き
●
７
月
７
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ
●
熊
谷
市
立
商
工
会
館

定
員
●
先
着
20
人

い
６
月
７
日
㈭
か
ら
電
話
で
問
い
合
わ

せ
先
へ

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習
会

あ
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
講
習
係

（
う
０
４
８
‐
７
８
９
‐
７
１
１
７
・
〠

３
３
０
‐
０
０
６
４
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

岸
町
３
‐
17
‐
１
）

と
き
●
７
月
15
日
㈰
・
16
日
㈷
・
22
日
㈰

（
全
３
回
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
赤
十
字
病
院

内
容
●
高
齢
期
の
病
気
や
事
故
の
予
防
、

地
域
で
の
支
援
活
動
、
要
介
護
高
齢
者
に

対
す
る
自
立
に
向
け
た
介
護
の
仕
方
な
ど

講
師
●
日
赤
健
康
生
活
支
援
講
習
指
導
員

定
員
●
30
人
（
抽
選
）

受
講
料
●
１
，０
０
０
円
（
教
材
費
な
ど
）

い
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
コ
ー
ス
名
「
Ｆ

‐
４
」・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
は
が
き
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

就
学
を
迎
え
る
子
ど
も
を
も
つ
保
護

者
の
つ
ど
い

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１

０
１
）、
教
育
研
究
所
（
う
５
７
２
‐
９

４
５
６
）

対
象
●
平
成
25
年
度
以
降
に
就
学
を
迎
え

る
お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
な
ど
に
心
配

を
お
持
ち
の
保
護
者

と
き
●
７
月
10
日
㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
●
教
育
研
究
所

内
容
●
お
子
さ
ん
に
合
っ
た
就
学
や
進
路

を
考
え
る
際
の
情
報
提
供

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

〜
夏
の
星
座
を
見
る
〜

あ
も
く
せ
い
館
（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

と
き
●
６
月
16
日
㈯
午
後
７
時
〜
（
雨

天
・
曇
天
の
場
合
は
23
日
㈯
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

第
62
回
深
谷
七
夕
ま
つ
り

あ
市
観
光
協
会
（
う
５
７
５
‐
０
０
１
５
）

と
き
●
７
月
６
日
㈮
〜
８
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
９
時
（
６
日
は
午
後
３
時
〜
、
８

日
は
午
後
８
時
ま
で
）

と
こ
ろ
●
旧
中
山
道
沿
線
お
よ
び
そ
の
周

辺
平
成
25
年
深
谷
市
成
人
式
の
日
程
と

市
外
在
住
者
の
受
け
付
け

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

　

住
民
票
を
市
外
に
移
さ
れ
た
か
た
で
深

谷
市
成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
招
待
状
の
発
送
は
11
月
下

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
●
平
成
４
年
４
月
２
日
〜
５
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
か
た

と
き
●
平
成
25
年
１
月
13
日
㈰
受
付
＝
午

後
１
時
〜
、
開
式
＝
午
後
２
時

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

中
山
道
深
谷
宿
本
舗
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
う
５
７
５
‐

０
０
８
８
・
深
谷
町
９
‐
12
）

◇
「
和
の
洋
服
と
小
物
達
展
」

と
き
●
６
月
13
日
㈬
〜
18
日
㈪

内
容
●
着
物
を
ほ
ど
い
て
作
品
化
し
た
ボ

レ
ロ
・
ブ
ラ
ウ
ス
・
ス
カ
ー
ト
な
ど
、
端

切
れ
利
用
の
小
物
を
約
70
点
展
示

出
展
●
小こ

ま
ゆ
の
会
織お

り

姫ひ
め

◇
「
つ
る
か
ご
仲
間
の
展
示
会
」

と
き
●
６
月
23
日
㈯
〜
７
月
７
日
㈯

内
容
●
つ
る
で
作
っ
た
鉢
か
ご
・
果
物
か

ご
・
一
輪
挿
し
・
壁
掛
け
な
ど
約
１
０
０

点
展
示

C
チ ャ ン ネ ル

hannel フカヤで、深谷に関する動画を配信中（か「チャンネルフカヤ Youtube」で検索）

南
魚
沼
市
六
日
町
１
０
１
‐
８
）

対
象
●
市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生
〜
中

学
校
２
年
生

と
き
●
７
月
29
日
㈰
〜
８
月
10
日
㈮
（
12

泊
13
日
）

宿
泊
施
設
●
キ
ャ
ン
プ
場
、
民
宿
、
農
家

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

内
容
●
川
遊
び
、
登
山
、
星
空
・
ホ
タ
ル

観
賞
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
な
ど

定
員
●
15
人
（
抽
選
）

参
加
料
●
６
８
，０
０
０
円

い
６
月
21
日
㈭
ま
で
に
、
参
加
申
込
書
を

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
問
い
合
わ
せ
先

へ※
募
集
案
内
と
参
加
申
込
書
は
、
企
画
課

に
あ
る
ほ
か
、
市
内
小
・
中
学
校
で
配
布

し
ま
す
。

児
童
手
当
の
現
況
届

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が
児

童
手
当
と
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
か
た
は
、
６
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
届
け
は
、
養
育
状
況
、
受
給

資
格
お
よ
び
前
年
の
所
得
状
況
な
ど
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
け
を

提
出
し
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
受

給
者
の
か
た
に
は
、
６
月
中
旬
ご
ろ
通
知

を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
の
で
、
内
容
を

ご
確
認
の
上
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

出
展
●
籠か

ご

屋や

久き
ゅ
う

左ざ

衛え

門も
ん

さ
ん
と
仲
間
た
ち

あ
ぃ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
あ
ぃ
ん
（
う
５
７
５
‐
３
４
２
２
・

深
谷
町
10
‐
24
）

◇
刻こ

く

書し
ょ

芸
術
会
『
創そ

う

』
に
よ
る
展
示

と
き
●
６
月
30
日
㈯
ま
で

内
容
●
個
性
豊
か
な
刻
書
作
品

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
深
谷
保
育
園
（
う
５
５
１
‐
６
３
３

３
）、
深
谷
西
保
育
園
（
う
５
７
３
‐
０

０
０
５
）

とき 内容 ところ
6月11日㈪、7月2日㈪
午前10時～ ジムナスティック 深谷ビッグタート

ルサブアリーナ

6月12日㈫午前10時～
歯を磨こう

深谷保育園

6月14日㈭午前10時～ 深谷西保育園

6月18日㈪、7月9日㈪
午前9時30分～

ジュニア
（0･1歳児） 深谷保育園

6月19日㈫・26日㈫
午前10時～

触れ合い遊び
深谷保育園

6月21日㈭・28日㈭
午前10時～ 深谷西保育園

7月3日㈫午前10時～
WA！飾り

深谷保育園

7月5日㈭午前10時～ 深谷西保育園

◇
す
く
す
く
交
流
会

と
き
●
毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
（
要
予
約
）

内
容
●
親
子
で
保
育
園
体
験

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
郷
」子
ど
も
自
然
体

験
村
in
南
魚
沼

あ
六
日
町
観
光
協
会
（
う
０
２
５
‐
７

７
０
‐
１
１
７
３
・
え
０
２
５
‐
７
７

０
‐
１
１
８
３
・
〠
９
４
９
‐
６
６
２
６
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年
齢
の
か
た

①
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
女
性
）
＝
20
・

25
・
30
・
35
・
40
歳

②
乳
が
ん
検
診
（
女
性
）
＝
40
・
45
・

50
・
55
・
60
歳

③
大
腸
が
ん
検
診
＝
40
・
45
・
50
・
55
・

60
歳

利
用
期
間
●
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

は
平
成
25
年
２
月
28
日
㈭
ま
で
、
大
腸
が

ん
検
診
は
６
月
11
日
㈪
〜
11
月
15
日
㈭

※
検
診
期
間
終
了
間
際
は
込
み
合
い
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

公
民
館
の
利
用
範
囲
が
一
部
拡
大

あ
生
涯
学
習
課（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

次
の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

・
公
民
館
利
用
登
録
団
体
が
活
動
の
一
環

と
し
て
行
う
即
売
会
、
バ
ザ
ー
な
ど

・
政
党
ま
た
は
議
員
が
行
う
議
会
の
報
告

会
や
住
民
組
織
が
行
う
政
治
に
関
す
る
学

習
会
な
ど
で
、
広
く
住
民
に
参
加
を
呼
び

掛
け
て
開
催
す
る
も
の

・
保
育
園
、
幼
稚
園
の
生
活
発
表
会
な
ど

※
詳
細
は
公
民
館
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
先

へ
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

申
請
受
け
付
け

あ
農
業
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

い
７
月
２
日
㈪
ま
で
に
、交
付
申
請
書
・

営
農
計
画
書
な
ど
を
お
持
ち
の
上
、最
寄

り
の
J
A
へ

※
お
手
元
に
必
要
な
書
類
が
届
い
て
い
な

い
か
た
で
、交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
所
有
者
届
出
制
度

あ
農
業
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

費
用
の
一
部
助
成

あ
保
険
年
金
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４

１
）、
岡
部
市
民
生
活
課
（
う
５
８
５
‐

２
２
１
１
）、
川
本
市
民
生
活
課
（
う
５

８
３
‐
２
７
８
３
）、
花
園
市
民
生
活
課

（
う
５
８
４
‐
１
１
２
１
）

対
象
●
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
か
た

・
受
検
日
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
で
、
市
内
に
６
か
月
以
上
住
所
を
有
す

る・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
世
帯
に
属
す
る

・
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の

助
成
金
を
受
け
て
い
な
い

助
成
額
●
１
７
，５
０
０
円

い
受
検
後
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
、
検
診
料
の
領
収
書
、
振
込
口
座
の

預
金
通
帳
を
お
持
ち
の
上
、
問
い
合
わ
せ

先
へ

※
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
ど
ち
ら
か
一

方
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
月
の
翌
月
末
ま
で
に
、
申
請
さ
れ

た
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

深
谷
市
国
民
健
康
保
険

特
定
健
康
診
査
の
予
約
受
け
付
け
中

あ
保
険
年
金
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
１
）

　

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
特
定
健

康
診
査
（
特
定
健
診
）
を
６
月
11
日
㈪
〜

11
月
15
日
㈭
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

予
約
方
法
は
、
広
報
ふ
か
や
５
月
号
に

折
り
込
み
の
「
各
種
健
康
診
査
の
ご
案

内
」、
ま
た
は
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
に

同
封
の
「
健
診
の
日
程
表
」
お
よ
び
「
電

話
予
約
方
法
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

今
年
か
ら
新
た
に
、
腎
機
能
検
査
・
痛

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
で
平
成
25
年
３
月
31
日

現
在
、
40
･
45
･
50
･
55
･
60
･
65
･
70

歳
に
達
す
る
か
た

と
き
●
７
月
１
日
㈰
〜
平
成
25
年
３
月
31

日
㈰

い
平
成
25
年
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

で
問
い
合
わ
せ
先
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
の
改
定

あ
保
険
年
金
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
１
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

２
年
ご
と
に
保
険
料
率
を
見
直
す
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
24
・
25
年
度
の
保

険
料
率
は
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
医

療
費
が
伸
び
た
こ
と
や
、
高
齢
者
人
口
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
次
の
通
り
改
定
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
従
来
通
り
、
申
告
な
ど
が

お
済
み
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
か
た

は
、
保
険
料
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
保
険
料
の
決
定
通
知
書
兼

納
入
通
知
書
は
７
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

改定後
（平成24
・25年度）

改定前
（平成22
・23年度）

均等割額
（被保険者が等しく
負担する金額）

41，860円 40，300円

所得割率
（被保険者の所得に応
じて算出する割合）

8．25％ 7．75％

賦課限度額 550，000円 500，000円

の
適
用
と
な
る
医
療
費
（
一
部
負
担
金
）

　

な
お
、
対
象
者
が
市
民
税
課
税
者
の
場

合
は
次
の
通
り
自
己
負
担
金
が
発
生
す
る

た
め
、
そ
の
差
額
を
引
い
た
金
額
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
通
院
＝
医
療
機
関
ご
と
１
人
に
つ
き
月

１
，０
０
０
円

・
入
院
＝
１
日
に
つ
き
１
，２
０
０
円

※
高
額
療
養
費
お
よ
び
附
加
給
付
が
あ
る

場
合
は
、
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
た
金
額
を

助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、保
険
適
用
外
の
費
用（
文
書
料
、

入
院
時
室
料
差
額
代
な
ど
）
は
対
象
外
で

す
。

い
支
給
を
受
け
る
に
は
、
受
給
資
格
登
録

申
請
が
必
要
で
す
。
次
の
物
を
お
持
ち
の

上
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
た

・
児
童
扶
養
手
当
証
書

・
印
鑑

・
健
康
保
険
証
（
申
請
者
、
対
象
児
童
の

氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
普
通
預
金
通
帳（
申
請
者
名
義
の
も
の
）

②
そ
の
ほ
か
の
か
た

・
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
（
申
請
者
、
対

象
児
童
の
も
の
）

・
印
鑑

・
健
康
保
険
証
（
申
請
者
、
対
象
児
童
の

氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
普
通
預
金
通
帳（
申
請
者
名
義
の
も
の
）

・
養
育
費
な
ど
に
関
す
る
申
告
書
（
用
紙

は
問
い
合
わ
せ
先
で
配
布
）

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
書
類
の
提
出

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
同
時
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
健
康
保
険
証
以
外
を
省
略
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項
●

・
税
の
未
申
告
の
か
た
は
、
審
査
で
き
ま

せ
ん
の
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
か
た
は
、
平
成
24
年
１
月
１
日
時
点
の

住
所
地
で
平
成
24
年
度
所
得
証
明
書
（
児

童
手
当
用
）
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
、
申

請
時
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

い
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
た
は
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ

　

受
給
者
の
か
た
は
、
現
況
届
と
は
別
に

次
の
場
合
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
受
給
者
の
か
た
や
お
子
さ
ん
の
住
所
や

名
前
が
変
わ
っ
た
と
き

・
支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
増
え
た
と
き

ま
た
は
減
っ
た
と
き

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

　

ひ
と
り
親
な
ど
で
子
ど
も
を
育
て
て
い

る
か
た
を
対
象
に
、
支
払
っ
た
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
申
請
日
か
ら
助
成

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
た
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

※
児
童
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20

歳
に
な
る
ま
で
（
通
常
は
18
歳
に
な
っ
た

年
の
年
度
末
ま
で
）

①
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
と
児
童

②
養
育
者
家
庭
（
親
が
い
な
い
た
め
親
に

代
わ
っ
て
児
童
を
育
て
て
い
る
家
庭
）
の

養
育
者
と
児
童

③
母
ま
た
は
父
に
一
定
の
障
害
の
あ
る
家

庭助
成
の
対
象
と
な
る
医
療
費
●
健
康
保
険

旬な情報を配信中♪一度読んだらクセになる深谷ねぎっこブログ（か「深谷ねぎっこ」で検索）

風
検
査
が
項
目
に
加
わ
り
ま
す
。　

健
診
費
用
●
５
０
０
円

※
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
る
か
た
は
、
特
定
健
診
の
項
目
を

含
ん
で
い
ま
す
の
で
受
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

が
ん
検
診
推
進
事
業

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

　

子
宮
頸け

い

が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
の

検
診
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診

手
帳
を
対
象
者
の
か
た
へ
５
月
下
旬
に
発

送
し
ま
し
た
。
同
封
の
通
知
を
確
認
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
●
市
内
在
住
で
４
月
１
日
現
在
次
の

　

市
民
の
か
た
に
も
こ
の
レ
ン
ガ
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
進
め
て
い
た
だ

く
た
め
、「
深
谷
市
レ
ン
ガ
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
制
定
し
、
レ
ン
ガ
お
よ
び
レ

ン
ガ
調
タ
イ
ル
を
使
用
し
た
建
築
物
の
建

築
主
に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

あ
農
業
委
員
会
事
務
局
（
う
５
７
４
‐

６
６
６
３
）

　

毎
年
６
月
は
、
農
業
者
年
金
現
況
届
の

提
出
期
間
で
す
。
現
況
届
は
、
５
月
末
に

農
業
者
年
金
基
金
か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
領
会
も
開
催
し
ま
す
。

・
岡
部
総
合
支
所
＝
６
月
13
日
㈬

・
花
園
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
６
月
15
日
㈮

・
川
本
総
合
支
所
＝
６
月
20
日
㈬

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
〜
29
日

あ
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ（
う
５
７
３
‐
４
７
６
１
）

　

男
性
と
女
性
が
お
互
い
に
認
め
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
の
た
め

に
は
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
あ
な
た
が
い
る

わ
た
し
が
い
る　

未
来
が
あ
る
」
で
す
。

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
日
本
経

済
の
再
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解

決
を
迫
ら
れ
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
女
性

が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
参
画
し
、
そ

の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
男

女
共
同
参
画
に
よ
る
日
本
再
生
が
重
点
と

　

平
成
23
年
４
月
の
森
林
法
一
部
改
正
に

よ
り
、
平
成
24
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土

地
所
有
者
と
な
っ
た
か
た
は
市
町
村
長
へ

の
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
か
「
森
林
所
有
者
届
出
制

度
」
で
検
索

勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度

あ
商
工
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　

勤
労
者
の
た
め
の
住
宅
の
新
築
・
増
改

築
・
購
入
、
宅
地
購
入
の
場
合
の
貸
付
制

度
で
す
。
エ
コ
設
備
工
事
や
耐
震
工
事
な

ど
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

融
資
金
額
●
２
，０
０
０
万
円
以
内
（
無

担
保
は
５
０
０
万
円
以
内
）

融
資
利
率
●
変
動
金
利
１
・
８
６
５
％

（
無
担
保
は
１
・
４
％
）

　

制
度
を
受
け
ら
れ
る
か
た
に
は
、
条
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

あ
選
挙
管
理
委
員
会
（
う
５
７
４
‐
６

６
６
４
）

投
票
日
●
７
月
１
日
㈰

立
候
補
届
け
出
●
６
月
24
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
・
市
役
所
本
庁
舎
大
会

議
室レ

ン
ガ
を
生
か
し
た
建
築
物
の
建
築

主
に
奨
励
金
を
交
付

あ
都
市
計
画
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
４
）

　

市
で
は
、
公
共
施
設
に
レ
ン
ガ
を
使
用

す
る
な
ど
、
レ
ン
ガ
の
色
彩
・
ぬ
く
も

り
・
美
し
さ
が
、
訪
れ
る
人
や
住
ん
で
い

る
人
に
感
動
を
与
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ふかや必読書ふかや必読書 ３0

　「花さき山」　　　　　　斎
さい

藤
とう

隆
りゅう

介
すけ

　あやは山菜採りに入った山で山
やまんば

姥に会いま
す。そしてそこに咲くきれいな花を見るのです。
山姥はあやに、「おまえは切なっかったべ。」、
「赤い花、それはおまえがきのうさかせた花
だ。」と教えてくれました。あやが、妹のためにべ
べを我慢して流した涙で咲いた花でした。優し
いことをすれば花が咲き、周りの人たちの心に
も花を咲かせているのです。滝

たき

平
だいら

二
じ

郎
ろう

の切り
絵の美しさも味わってほしい絵本です。
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し
て
い
ま
す
。

と
き
●
６
月
25
日
㈪
〜
７
月
１
日
㈰
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
６
月
30
日
㈯
と
７
月
１
日
㈰
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号
●
う
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐

１
１
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

相
談
員
●
法
務
局
職
員
、
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
子
ど
も
人
権
委
員
会
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

原
発
事
故
に
よ
る
農
産
物
の
損
害
賠
償

あ
東
京
電
力
㈱
福
島
原
子
力
補
償
相
談

室
（
う
０
１
２
０
‐
９
２
６
‐
４
０
４
）

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
影
響

で
風
評
被
害
を
受
け
、
農
産
物
の
販
売
額

が
減
少
し
た
な
ど
の
損
害
が
生
じ
た
場
合

に
は
東
京
電
力
㈱
に
対
し
損
害
賠
償
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
Ｊ
Ａ
や
業
界
団
体
な
ど
を
通
じ
て
組
織

的
に
請
求
す
る
か
た
を
除
き
ま
す
。

受
付
時
間
●
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

あ
熊
谷
保
健
所（
う
５
２
３
‐
２
８
１
１
）

　

６
月
30
日
㈯
ま
で
、「
不
正
大
麻
・
け

し
撲
滅
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
20
歳
代
を
中
心
と
し
た
若
年
層

の
大
麻
の
乱
用
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、

自
生
や
不
正
に
栽
培
さ
れ
た
大
麻
に
よ
る

事
犯
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
生

し
て
い
る
「
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
」

の
発
見
も
毎
年
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

不
正
栽
培
や
自
生
す
る
大
麻
・
け
し
を

発
見
し
た
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

　
な
お
、
見
分
け
方
に
つ
い
て
は
、
熊
谷
保

な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
を
キ
ラ
ラ
上
柴
で
開
催

と
き
●
６
月
８
日
㈮
〜
14
日
㈭

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
・一
般
環
境
大

気
分
析
測
定
結
果

あ
環
境
課
（
う
５
８
５
‐
５
１
５
０
）

　

市
で
は
大
気
水
質
環
境
の
保
全
対
策
の
一

環
と
し
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
一
般
環
境

大
気
の
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
23

年
度
の
測
定
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

①
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
は
、

す
べ
て
の
地
点
で
環
境
基
準
値
の
０
・
６

p

ピ
コ
グ
ラ
ム
テ
ッ
ク

g-TEQ
/㎥

を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
（
工
業
専
用
地
域
を
除
く
）。

②
河
川
水
お
よ
び
河
川
底
質
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
濃
度
は
、
環
境
基
準
値
の
１

pg-TEQ
/ℓ

（
河
川
水
）、
１
５
０pg-

TEQ
/g

グ
ラ
ム
ド
ラ
イ

-dry

（
河
川
底
質
）
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

③
民
間
事
業
所
の
排
出
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
濃
度
、
深
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
排

出
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定

は
基
準
値
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

④
市
内
４
か
所
の
野
菜
に
つ
い
て
行
っ
た

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定
は
問
題
の
な

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
一
般
環
境
大
気
は
、
二
酸
化
窒
素
・
二

酸
化
硫
黄
と
も
に
問
題
の
な
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間

あ
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
う
０
４
８
‐
８
５
９
‐
３
５
０
７
）

　

子
ど
も
が
安
心
し
て
気
軽
に
相
談
で
き

る
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を
設
置

健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
柔
道
大
会

あ
市
柔
道
連
盟
・
渡わ

た

辺な
べ

さ
ん
（
う
０
９
０

‐
５
５
１
３
‐
１
６
５
６
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者

と
き
●
７
月
29 

日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
柔
道
場 

種
目
●
〈
個
人
戦
〉
幼
年
の
部
（
男
女
混

合
）、
小
学
生
の
部
（
男
女
学
年
別
、
小

学
校
１
・２
年
生
は
男
女
混
合
）、
中
学
生

軽
量
の
部
、
重
量
の
部
（
男
女
学
年
別
）、

高
校
・
一
般
の
部
（
男
女
別
、
有
段
無
段

別
）〈
団
体
戦
〉
中
学
生
の
部

参
加
料
●
１
人
＝
５
０
０
円
（
保
険
料
は

含
み
ま
せ
ん
）

い
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
、
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・

う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
は
、
保
護
者
の

承
諾
印
が
必
要
で
す
。

早
朝
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

あ
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
渋し

ぶ

沢さ
わ

さ
ん

（
う
０
９
０
‐
２
４
０
４
‐
５
７
８
４
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の
中
学

生
以
上
の
か
た

と
き
●
７
月
21
日
〜
８
月
19
日
ま
で
の
毎

週
土
・
日
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
６
時
〜

９
時

と
こ
ろ
●
常
盤
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か

定
員
●
先
着
１
２
０
人

参
加
料
●
１
，５
０
０
円
（
ボ
ー
ル
代
・

保
険
料
な
ど
を
含
む
）

い
７
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・
う

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

※
用
具
（
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ュ
ー
ズ
）
は
、

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
は
、
保
護
者
の

承
諾
印
が
必
要
で
す
。

市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

あ
市
ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
中な

か

西に
し

さ
ん
（
う

え
５
８
３
‐
５
０
４
０
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の
小
学

校
４
年
生
以
上
の
か
た
お
よ
び
連
盟
登
録
者

と
き
●
６
月
24
日
㈰
（
雨
天
決
行
）
受
付

＝
午
前
８
時
30
分
〜

と
こ
ろ
●
川
本
お
ま
つ
り
広
場

種
目
●
ダ
ブ
ル
ス
（
１
チ
ー
ム
＝
２
人
）

定
員
●
先
着
64
チ
ー
ム

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
１
，０
０
０
円（
当

日
集
金
・
保
険
料
を
含
む
）

い
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
市
ペ
タ
ン
ク
連
盟
会
員
は
連
盟
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
は
、
保
護
者
の

承
諾
印
が
必
要
で
す
。

バ
ス
ウ
オ
ー
ク（
５
㎞
）

あ
市
歩
け
歩
け
協
会
・
高た

か

柳や
な
ぎ

さ
ん
（
う

５
７
１
‐
３
５
９
２
）

と
き
●
７
月
22
日
㈰
（
雨
天
決
行
）
受
付

＝
午
前
６
時
・
深
谷
公
民
館
前　

コ
ー
ス
●
深
谷
公
民
館
（
出
発
）
〜
本
庄

児
玉
Ｉ
Ｃ
〜
佐
久
南
Ｉ
Ｃ
〜
八
島
ヶ
原
湿

原
（
昼
食
）
〜
白
樺
湖
（
散
策
）
〜
佐
久

南
Ｉ
Ｃ
〜
本
庄
児
玉
Ｉ
Ｃ
〜
深
谷
公
民
館

（
午
後
６
時
到
着
予
定
）

定
員
●
先
着
１
３
０
人

参
加
料
●
一
般
＝
４
，２
０
０
円
、
小
学

生
以
下
＝
３
，５
０
０
円
（
バ
ス
代
・
保

険
料
ほ
か
）、
会
員
＝
３
，５
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

い
６
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

に
、
参
加
料
を
添
え
て
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
談
話
室
へ

３
Ｂ
体
操
教
室

〈
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
〉

あ
①
３
Ｂ
体
操
協
会
深
谷
支
部
・
斉さ

い

藤と
う

さ
ん
（
う
５
７
２
‐
０
１
１
４
）
②
蔵く

ら

本も
と

さ
ん
（
う
５
７
４
‐
７
８
１
３
）

と
き
・
と
こ
ろ
●

①
６
月
15
日
〜
29
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

午
後
８
時
〜
９
時
30
分
・
岡
部
公
民
館

②
６
月
19
日
〜
７
月
３
日
ま
で
の
毎
週
火

曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
上
柴
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
①
②
共
通
】

対
象
●
成
人
女
性

定
員
●
先
着
15
人

参
加
料
●
１
人
＝
１
，０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

い
６
月
14
日
㈭
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
レ
ク
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・

う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
講
習
会

あ
深
谷
・
大
里
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導

者
協
議
会
・
久く

住す
み

さ
ん
（
う
え
５
９
４
‐

６
６
９
０
・
〠
３
６
６
‐
０
０
５
２
上
柴

町
西
５
‐
７
‐
７
‐
36
‐
３
０
４
・
お

rec_fukaya@
yahoo.co.jp

）

と
き
●
７
月
１
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分
（
受
付
＝
午
後
１
時
〜
）

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館

講
師
●
㈳
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
レ

ク
ダ
ン
ス
公
認
指
導
者

定
員
●
先
着
１
０
０
人

参
加
料
●
１
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
・

保
険
料
を
含
む
）

い
６
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７

２
‐
３
０
０
０
）

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
入
れ
替

え
、貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
も
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
回
分
お
得
な
回
数
券
の
発
売
を

始
め
ま
し
た
。

*

故
藤ふ

じ

原わ
ら

茂し
げ
る

氏
が
叙
勲
受
章

　

こ
の
ほ
ど
、
故
藤
原
茂
氏
（
元
川
本
町

議
会
議
員
）
が
、
旭
日
単
光
章
（
地
方
自

治
功
労
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
起
業
を
応
援
し
ま
す

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
市
内
で
新
た
に

事
業
を
始
め
た
か
た
、
ま
た
は
市
内
で
事

業
を
始
め
て
３
年
以
内
の
か
た
（
そ
の
ほ

か
要
件
あ
り
）
を
対
象
に
事
務
所
家
賃
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
経
費
●
事
務
所
の
月
額
賃
借
料

の
半
額
以
内
（
上
限
10
万
円
）
を
６
か
月

分
ま
で
補
助

申
請
書
類
●
案
内
書
類
・
申
請
書
類
を
問

い
合
わ
せ
先
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

い
７
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
申
請
書
類
・
必

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

　

い
い
こ
と
貯
金

　

き
ょ
年
の
夏
休
み
、
姉
と
妹
と
私
の
三

人
で
電
車
に
乗
っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
へ
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
電
車
に
乗
り
こ
ん
だ
時
は
、

ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
ざ
せ
き
が
空
い
て
い
た

の
で
、
私
は
、
姉
と
妹
と
四
人
が
け
の
せ

き
に
向
か
い
合
っ
て
す
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

電
車
に
乗
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
い
つ

の
間
に
か
車
内
は
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
空
い
て
い
る
ざ
せ
き
は
一
つ
も

な
く
、
た
く
さ
ん
の
人
が
つ
り
皮
や
手
す

り
に
つ
か
ま
っ
て
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
私
が
す
わ
っ
て
い
た
ざ
せ
き

の
す
ぐ
そ
ば
に
、
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、

つ
え
を
つ
き
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お

ば
あ
さ
ん
は
、
こ
し
が
曲
が
っ
て
い
て
、
ゆ

れ
る
電
車
の
中
で
、
た
お
れ
な
い
よ
う
に
、

私
の
す
ぐ
近
く
の
手
す
り
に
つ
か
ま
り
ま
し

た
。
私
は
「
せ
き
を
ゆ
ず
ろ
う
か
な
。」
と

思
い
ま
し
た
が
、
ド
キ
ド
キ
し
て
声
が
出
せ

な
く
て
、
な
か
な
か
せ
き
を
ゆ
ず
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。「
ど
う
し
よ
う
か
な
。
こ
の

ま
ま
だ
ま
っ
て
す
わ
っ
て
い
よ
う
か
な
。」
と

も
思
い
ま
し
た
。
で
も
手
す
り
に
つ
か
ま
っ

て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、「
早

く
言
わ
な
い
と
、お
ば
あ
さ
ん
が
大
へ
ん
だ
。

早
く
言
お
う
。」
と
思
い
、
ゆ
う
気
を
ふ
り

し
ぼ
っ
て
、

「
こ
の
せ
き
ど
う
ぞ
。
す
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。す
る
と
、お
ば
あ
さ
ん
は
、

ニ
コ
ニ
コ
と
と
て
も
ス
テ
キ
な
え
顔
で
、 幡羅小学校4年（現5年）

梅
う め

澤
ざ わ

双
ふ た

葉
ば

さん

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
す

わ
っ
た
後
も
、
私
の
む
ね
は
し
ば
ら
く
ド
キ

ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、「
い
い
こ
と

を
す
る
っ
て
気
持
ち
が
い
い
な
。」
と
心
の

中
は
温
か
く
な
っ
て
、
ま
る
で
い
い
こ
と
を

貯
金
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
ま

で
は
、
横
浜
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
ま
す
。

私
た
ち
が
バ
ス
に
乗
る
と
、
す
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
と
ま
る
た
め
の
大
き
な

リ
ュ
ッ
ク
を
せ
負
っ
て
い
た
の
で
、
大
変
で

し
た
。
私
は
「
早
く
バ
ス
て
い
に
着
い
て
ほ

し
い
な
。」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
知
ら
な
い
お

姉
さ
ん
が
、
私
の
方
へ
来
て

「
こ
っ
ち
の
せ
き
に
ど
う
ぞ
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
知
ら
な
い
人

が
急
に
声
を
か
け
て
き
た
の
で
、
初
め
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
自
然
と
顔
が
ニ
コ

ニ
コ
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

「
さ
っ
き
の
お
ば
あ
さ
ん
も
、
こ
ん
な
気
持

ち
だ
っ
た
の
か
な
。」
と
、
ま
た
さ
っ
き
の

電
車
の
中
で
の
出
来
事
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
今
度
は
ぎ
ゃ
く
に
私
の
方
が
親
切
に

し
て
も
ら
っ
て
、
私
の
心
は
さ
ら
に
ポ
カ
ポ

カ
と
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
夏
休
み
の
出
来
事
か
ら
、

こ
ま
っ
て
い
る
人
に
や
さ
し
く
親
切
に
す
る

と
、
親
切
に
し
た
人
も
さ
れ
た
人
も
、
心

が
温
か
く
い
い
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
一
度
心
が
温
か
く
い
い
気

持
ち
に
な
る
と
、
心
に
よ
ゆ
う
が
で
き
ま

す
。
こ
う
し
て
、
い
い
こ
と
を
す
る
人
が
次

か
ら
次
へ
と
世
界
に
ふ
え
た
ら
、
私
は
ス
テ

キ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
く
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
た
り
、

手
を
さ
し
の
べ
た
り
す
る
こ
と
は
、
初
め
は

ゆ
う
気
が
い
る
け
ど
、
小
さ
な
ゆ
う
気
が
一

つ
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
心
に
い
い
こ
と
貯
金
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
い
い
こ
と
貯
金
が
た

く
さ
ん
で
き
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
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要
添
付
書
類
を
問
い
合
わ
せ
先
へ

中
小
企
業
者
向
け
制
度
融
資

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
事
業
資
金
を

必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

制度融資名 融資限度額 融資利率 融資期間 信用保証料

小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金  6年
設備資金  8年 0.45～1.59％

特別小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金  6年
設備資金  8年 0.80%

中小企業近代化
経営資金 2,000万円 1.80% 運転資金 10年

設備資金 12年 0.45～1.59％

中小企業緊急
運転資金 300万円 1.625% 運転資金  1年 0.45～1.59％

※各制度とも埼玉県信用保証協会の保証を付すことが条件となります。

農
家
の
皆
さ
ん
へ「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
ま
し
ょ
う

あ
農
業
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

　

農
業
が
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

中
で
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
基
本
と
な
る
人
と
農
地

の
問
題
を
一
体
的
に
解
決
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
話
し

合
い
を
行
い
、
そ
こ
が
抱
え
る
人
と
農
地

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
未
来
の
設

計
図
」
と
な
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
ま
す
。

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら

れ
る
こ
と
で
、「
青
年
就
農
給
付
金
（
経

営
開
始
型
）
」、「
農
地
集
積
協
力
金
」、

「
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初
５
年
間
無
利

子
化
」
と
い
っ
た
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
公
益
通
報
の
運
用
状
況

あ
人
事
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
６
）

　

市
職
員
等
公
益
通
報
条
例
第
12
条
の
規

定
な
ど
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
公
益
通

報
の
件
数
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

通
報
件
数
＝
０
件
、
受
理
件
数
＝
０
件
、
調

査
の
実
施
＝
０
件
、
措
置
の
実
施
＝
０
件　
　

【
公
益
通
報
制
度
と
は
】

　

市
の
事
務
事
業
に
関
し
、
違
法
ま
た
は

不
当
な
行
為
な
ど
を
発
見
し
た
職
員
や
委

託
先
の
従
業
員
が
、
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
監
察
員(

弁
護
士)

に
通
報
し
ま
す
。

行
政
監
察
員
が
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
そ

の
事
実
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
是
正
を
行

う
よ
う
市
長
に
勧
告
し
ま
す
。
ま
た
、
勧

告
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
行
政
監
察
員
の

権
限
で
そ
の
事
実
を
公
表
す
る
制
度
で
す
。

横
瀬
神
社
所
蔵
文
書
を
市
指
定
文

化
財
に
指
定

あ
生
涯
学
習
課（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

横よ
こ

瀬ぜ

神
社
所
蔵
文
書
は
、横
瀬
神
社
と
、

江
戸
時
代
横
瀬
村
の
名
主
を
務
め
た
荻お

ぎ

野の

家
に
係
る
古
文
書
で
す
。
江
戸
時
代
の
横

瀬
村
の
様
子
を
現
代
に
伝
え
る
重
要
な
史

料
と
い
え
ま
す
。

名
称
●
横
瀬
神
社
所
蔵
文
書

種
別
・
種
類
●
有
形
文
化
財
・
古
文
書

指
定
年
月
日
●
平
成
24
年
３
月
16
日

記
念
講
演
会

と
き
●
７
月
１
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

定
員
●
80
人
（
当
日
受
け
付
け
）

講
師
●
新あ

ら

井い

慎し
ん

一い
ち

氏
（
深
谷
市
文
化
財
保

護
審
議
会
会
長
）、
角つ

の

田だ

惠け
い

一い
ち

氏
（
深
谷

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

※
実
物
史
料
を
一
部
公
開

災
害
協
定
を
締
結

あ
自
治
防
災
課（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

1
㈱
ア
ク
テ
ィ
オ
・
４
月
10
日
締
結　

内
容
●
仮
設
ト
イ
レ
や
発
電
機
な
ど
の
レ

ン
タ
ル
機
材
を
、
市
の
施
設
お
よ
び
指
定

避
難
所
な
ど
へ
優
先
的
に
供
給

2
㈱
カ
イ
ン
ズ
・
４
月
24
日
締
結　

内
容
●
日
用
品
な
ど
の
生
活
必
需
品
、
災

害
時
の
応
急
対
策
に
必
要
な
物
資
を
優
先

的
に
供
給

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
営
業
時
間
の
変
更

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２

‐
３
０
０
０
）

　

７
月
１
日
㈰
〜
８
月
31
日
㈮
ま
で
、
わ

ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
営
業
時
間
が
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
７
月
12
日
㈭
、
８
月
９
日
㈭
は
休
園

今
月
は
市
県
民
税
第
１
期
の
納
期
限

あ
収
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
９
）

　

市
県
民
税
は
住
み
良
い
市
や
県
を
つ
く

る
た
め
に
住
民
が
負
担
す
る
、
会
費
の
よ

う
な
税
金
で
す
。

　

 

納
付
書
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
７
月
２

日
㈪
ま
で
に
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
納
税
に

は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一度読んだらクセになる
深谷ねぎっこブログ
深谷の旬な情報を配信中♪

■市民限定2割引券をご利用ください　市役所本庁舎・総合支所・公民館で配布しています。
営業時間 入場料 注意

午前10時～午後9時
（最終入場は午後8時15分）
※火曜日休館

一般＝1,000円
小・中学生＝500円

オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたの入
場はできません。飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。また、
小学校3年生以下のかたには、保護者の同伴が必要です。入れ墨や
タトゥーを入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

行事名 内容 とき 備考
無料園芸相談
相談員／門

かど

井
い

照
てる

光
みつ

植木や盆栽などの手入れからせん
定方法まで、園芸に関することでお
困りのかたはご相談ください。

毎週日曜日
午前10時～午後4時 ところ／１階フラワーホスピタル

苔
こけ

玉
だま

教室～親子で
楽しむ苔玉作り～

苔を丸めたものを土代わりにして、
観葉植物をアレンジメントします。

6月10日㈰
午前10時～11時30分

ところ／１階フラワーホスピタル
い電話または直接、パティオへ

プールプログラム
①ワンポイントスイム　②流水ウオーキング　③スイムレッスン　④アクアビクス　⑤コアエクササイズ
ひざや腰に負担の少ない水中で運動することにより、陸上より消費カロリーがアップします。コア（体幹）
を鍛えて理想の体づくりをしましょう。
※詳細はホームページをご覧ください。

※都合により変更になる場合があります。

グリーンパーク・パティオ（う574‐ 5000）

パソコン教室
ところ 講座名 内容 とき（7月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

新わくわく入力 文字入力のマスター
（以前ののんびり入力と同様）

2日㈪
3日㈫

午前9時～
11時45分

先着
18人

500円
（資料代）

パソコン入門受講者、
または同レベルのかた

Excel入門 表の作成と書式設定、計算式
の入力と関数の利用など

11日㈬
12日㈭

先着
18人

500円
（資料代）

日本語入力ができる
かた

インターネット
入門

ホームページの閲覧、お気に
入りへの登録など

24日㈫
25日㈬

先着
18人

500円
（資料代）

日本語入力ができる
かた

■対象　市内在住か在勤で、各対象要件を満たすかた　あい6月25日㈪午前9時から、参加料を添えて深谷公民館へ
お誕生日
おめでとうご

ざいます

坂
さか

本
もと

コウさん（岡部）3月28日生

大
おお

谷
たに

よねさん（下手計）4月18日生

お誕生日

 祝!! 100歳

春の叙勲

■
藍
綬
褒
章

　
〈
更
生
保
護
功
績
〉

春の叙勲

■
藍
綬
褒
章

〈
更
生
保
護
功
績
〉

 

春
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
春
の
褒
章 

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
29
日
に
、
内
閣
府
か
ら
、
春
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
お
よ
び
春
の
褒
章
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た
次

の
か
た
が
た
が
受
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

※
年
齢
は
、
発
令
日
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

■
旭
日
双
光
章

　
〈
地
方
自
治
功
労
〉

北
きた

本
もと

政
まさ

夫
お

 氏
（上柴町西・75歳）
元 深谷市議会議員 春

の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞
宝
双
光
章

　
〈
消
防
功
労
〉

高
たか

橋
はし

潔
きよし

 氏
（西大沼・65歳）
元 深谷市消防司令長

■
瑞
宝
双
光
章

　
〈
地
方
自
治
功
労
〉

須
す

藤
とう

哲
てつ

男
お

 氏
（小前田・82歳）
元 花園町助役

春
の
褒
章

■
藍
綬
褒
章

　
〈
更
生
保
護
功
績
〉

除
よけ

村
むら

哲
てつ

弘
ひろ

 氏
（深谷町・75歳）
現 保護司
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

23 2012.6. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子の
ための
おはなし会

絵本、紙芝居、手遊びなど
6月14日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／0～3歳くらい
①②とも同じ内容です。

おはなし会 絵本、ストーリーテリング（語り）「綿
の花と妖精」、紙芝居など

6月23日㈯
午後1時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

えいが会 ▪アリババと40人の盗賊
▪くまの子ウーフ（人形劇）

6月30日㈯
午後1時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

岡部図書館
☎585‐5968 えいが会 ▪のどか森のリトル・ジョイ

▪おにのたいこ
6月16日㈯
午前11時～ 対象／幼児・小学校低学年

川本図書館
☎583‐6250 おはなし会

絵本の読み聞かせ「おまかせコッ
クさん」・「佐賀のがばいばあちゃ
ん」、紙芝居「あわてんぼうウサ
ギ」、折り紙

6月9日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

たまてばこ
（玉手箱）

１部：おはなしと映画「七夕ものが
たり」 （20分）
２部：絵本、紙芝居、エプロンシア
ター、ストーリーテリング、手品、手
遊びなど

7月7日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

■図書館休館日（4館共通）
【6月】 4日㈪・8日㈮・11日㈪・18日㈪・25日㈪
【7月】 2日㈪・9日㈪・13日㈮・17日㈫・23日㈪・30日㈪

主な公共機関への連絡先と取扱時間主な公共機関への連絡先と取扱時間
市役所の連絡先 市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内 火災（消防車の出動）の問い合わせ

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部市民生活課）
■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本市民生活課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日
　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日
市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分まで
（ほかの機関との調整が必要なものについては、一
部取り扱えない業務があります）

テレホンサービス番号0180‐9
きゅうきゅうよぼうさい

9‐4431
※通話料のみで、情報料は掛かりません。

テレホンサービス番号0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

※広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。
　送付を希望されるかたは市社会福祉協議会(☎573‐6563)へご連絡ください。

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ か 　■モバイルサイト Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談 こども青少年課
☎571‐1408

子どもに関する心配や悩み事
の相談

月～金曜日
午前9時～午後4時

市役所北別館
家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 ‐

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談

平日午前9時～午後9時30分
土・日曜日午前9時～午後5時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
201会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時30分

市役所西別館
201会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午、
午後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水～金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産無料相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談

毎月第1火曜日午前9時～正午
※受け付けは市民課へ

市役所西別館
会議室 

交通事故相談 交通事故相談所
☎048‐822‐6558 交通事故に関する相談 月～金曜日

午前9時～午後4時30分
県庁第2庁舎
交通事故相談所

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登校・
いじめ・非行など、学校生活上
の不適応や悩みについての相
談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の困
り事や悩みなどの相談
※事前予約も可

毎月10日・25日
午前10時～正午、午後1時～3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

女性の悩み相談室 L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第1・3土曜日、第2水曜日
午前10時～午後5時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ＤＶ問題法律相談 L・フォルテ
☎573‐4761

配偶者やパートナーからの暴
力などに関する相談　予約制

毎月第3木曜日
午後1時30分～4時

キララ上柴
ミーティングルーム3

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関する
相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 就職相談室
☎573‐1171

内職に関する仕事紹介、就職相
談、求人情報の提供　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

ハローワーク求人情報の提
供、職業相談、職業紹介

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

結婚相談 社会福祉協議会
☎573‐6563 結婚に関する相談、紹介など 毎月第1木曜日・第3日曜日

午後1時～3時
ボランティア交流
センター

乳幼児相談 保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談
（希望者）
午後は予約制

6月11日㈪午前10時～11時30分
　　　　　午後1時30分～4時
6月18日㈪午前10時～11時30分
6月22日㈮午前10時～11時30分
7月  3日㈫午前10時～11時30分
7月  9日㈪午前10時～11時30分
　　　　　午後1時30分～4時

深谷市保健センター

おかべ子育て支援センター
花園保健センター
川本保健センター
深谷市保健センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 深谷市保健センター

こころの健康相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制

6月  7日㈭午前10時～11時40分
7月10日㈫午後2時～4時 深谷市保健センター

ひきこもり等相談室 こども青少年課
☎574‐6646

15～34歳までの引きこもり
などに関する相談

毎月第2・4水曜日午後1時～5時15分
※祝休日の場合は翌開庁日 こども青少年課

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

毎月第1木曜日午後1時30分～3時
毎月第4火曜日午前10時～11時・
午後5時30分～6時30分

熊谷保健所

図書館

※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがありますので、事前にご確認ください。
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指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

●
埼
玉
県
小
児
救
急
電
話
相
談「
♯
８
０
０
０
」

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師

が
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で

の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間　

平
日（
月
〜
土
曜
日
）午
後
７
時
〜
11
時

休
日（
日
曜
日
、祝
休
日
、年
末
年
始
）午
前
９
時
〜

午
後
11
時

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診

察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体

制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の

医
療
機
関
に
電
話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　

場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約

１
万
か
所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」で
検
索

川本 川本保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

事業名 対象者区域 会場 実施日時 対象者など

※「乳幼児相談」や「健康相談」などをご利用のかたは、23ページの「各種無料相談」をご覧ください。

花園

6月  8日㈮

午前9時30分～11時50分
（受け付け：午前9時20分
～9時30分）

おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

6月23日㈯

7月  6日㈮

7月21日㈯

全区域

マタニティ教室

深谷

6月12日㈫
（受け付け：午前9時45分～
10時）

おおむね3～5か月児
※1週間前までに要電話予約
（保育を希望されるかたは、予約時にご相談
ください）7月10日㈫

全区域離乳食教室 深谷

6月15日㈮

（受け付け：午後1時～1時
30分）

平成24年1月29日～2月  5日生まれ

6月26日㈫ 平成24年2月  6日～2月15日生まれ

7月  3日㈫ 平成24年2月16日～2月26日生まれ

深谷深谷/岡部

4か月児
健康診査

6月14日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成22年11月  1日～11月10日生まれ

6月22日㈮ 平成22年11月11日～11月22日生まれ

6月28日㈭ 平成22年11月23日～12月  5日生まれ

7月  4日㈬ 平成22年11月  1日～12月31日生まれ

深谷深谷/岡部

1歳6か月児
健康診査

川本/花園 川本

6月  7日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成20年11月  1日～11月11日生まれ

6月21日㈭ 平成20年11月12日～11月24日生まれ

7月  5日㈭ 平成20年11月25日～12月  5日生まれ

6月19日㈫ 平成20年11月  1日～12月31日生まれ

深谷/岡部 深谷

3歳児
健康診査

6月  6日㈬

（受け付け：午後1時～1時
30分）

平成24年2月16日～3月15日生まれ6月20日㈬

6月29日㈮

7月  2日㈪

平成24年3月16日～4月15日生まれ7月12日㈭

7月25日㈬

6月14日㈭ 平成24年2月16日～3月15日生まれ

7月20日㈮ 平成24年3月16日～4月15日生まれ

BCG予防接種

総合深谷/岡部

川本川本/花園

とき 休日診療医院名 問い合わせ

6月17日㈰ 石川医院耳鼻咽喉科 ☎571‐0038

6月24日㈰ 花園耳鼻咽喉科医院 ☎584‐6512

とき 休日診療医院名 問い合わせ

6月3日㈰
正田眼科 ☎571‐1198

仲町診療所 ☎571‐2622

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂｈｔｔｐ：//ｍｏｂｉｌｅ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋａｙａ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ/

　　　　　 6月  2日・  3日・  9日・10日・16日・17日・23日・24日・
　　　　　　   30日
　　　　　 7月  1日・  7日・  8日・14日・15日・16日・21日・22日・
　　　　　　   28日・29日

　　　　　 午後7時～10時
　　　　　 （受け付け：午後7時～9時30分）

　　　　　 小児科・内科（こども）

　　　　　 6月  3日・10日・17日・24日

　　　　　 7月  1日・  8日・15日・16日・22日・
　　　　　　　29日

　　　　　 午前9時～正午
　　　　　 （受け付け：午前9時～11時30分）
　　　　　 午後2時～5時
　　　　　 （受け付け：午後2時～  4時30分）

　　　　　 内科・小児科

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目診療科目

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（☎573‐7723・常盤町62‐2）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

川本/花園 川本
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ヨガ教室
ヨガで子育ての疲れをリフ
レッシュしませんか？ おかべ子育て支援センター

7月7日㈯
午前10時30分～11時30分

未就学児の保護者 先着20人 無料 おかべ子育て支援センター

給食体験
給食を食べながら、栄養
士が食事や栄養について
相談に応じます

おかべ子育て支援センター
7月10日㈫
午前11時～正午

離乳食を終了して
いる未就学児と保
護者

先着  7組
親
300円
子
250円

おかべ子育て支援センター

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです 桜ケ丘子育て支援センター

7月6日㈮・20日㈮
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者

各日
先着20組 無料

桜ケ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。

7月13日㈮・27日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ケ丘子育て支援センター
7月4日㈬・18日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半以上児と保
護者

各日
先着20組 無料

桜ケ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。

7月11日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半未満児と保
護者

お誕生会 7月25日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
7月4日㈬・18日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

7月11日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者

お誕生会 7月25日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

おかべ子育て支援センター
7月4日㈬・18日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

7月11日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 7月25日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

明戸子育て支援センター
7月4日㈬・11日㈬・18日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 7月25日㈬
午前10時30分～１１時30分

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

川本子育て支援センター
7月4日㈬・11日㈬・18日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 7月25日㈬
午前10時30分～１１時30分

ハートフル広場
お子さんの発達について、
保健師がアドバイスします

藤沢子育て支援センター
7月17日㈫
午前10時～11時30分

未就学児と保護者

パワフルらんど
わくわく・おはなし教室が、
はたらふれあい館でも楽
しめます

はたらふれあい館
7月5日㈭・19日㈭
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者

育児相談
子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前8時30分～午後5時
※随時相談に応じます。

未就学児と保護者

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放して
います

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前9時～正午・午後2時30
分～4時30分
※詳しくはお問い合わせください。

未就学児と保護者

親子
エクササイズ

親子で楽しみながら、身体
を動かしましょう！ キララ上柴体育室

7月3日㈫
午前10時～１１時

１歳半以上児と保
護者

各センター
10組
（計50組）

無料 桜ケ丘・藤沢・明戸・おかべ・
川本子育て支援センター

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
7月6日㈮・20日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

7月13日㈮・27日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

おかべ子育て支援センター
7月6日㈮・20日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

7月13日㈮・27日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

明戸子育て支援センター
毎週金曜日
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

川本子育て支援センター
毎週金曜日
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

◆以下の事業は予約制です。6月12日㈫午前9時から電話でお申し込みいただけます。

◆以下の事業は予約不要です。各会場に直接お越しください。

事業名 内容 会場・日時 対象 定員 参加料 受付

事業名 内容 会場・日時 対象

● 桜ケ丘子育て支援センター ☎574 ̶ 8002
● 藤沢子育て支援センター ☎551 ̶ 5055
● 明戸子育て支援センター ☎573 ̶ 5115

● 豊里子育て支援センター ☎587 ̶ 1170
● おかべ子育て支援センター ☎585 ̶ 4101
● 川本子育て支援センター ☎583 ̶ 2233
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※豊里子育て支援センターは、育児相談と広場のみ実施しています。
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「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。
かhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

とき　7 月 26 日㈭午前 9時～午後 3時
集合　午前 8 時 45 分・深谷ビッグター
トル第 2駐車場
ところ　国営武蔵丘陵森林公園　
参加料　1,400 円（入園料・保険料・昼
食代込み）
定員　先着 60人
申し込み　6月 11 日㈪から電話でふかや
緑の王国へ

とき　7 月 7日㈯午前 10時～午後 1時
ところ　ふかや緑の王国
※汚れてもよい服装でご参加ください。
参加料　1 家族 500 円（1人参加も可）
定員　先着 20家族
申し込み　6月 11 日㈪から電話でふか
や緑の王国へ

　四季折々に多くの動植物と出会える
鐘撞堂山は、山頂から関東平野が一望で
きます。この森は下草刈りやハイキング
コースの点検など、ボランティア活動に
よって守られています。今後は観察会な
どのイベントを企画していく予定です。
担当　農業振興課（☎ 574 ‐ 6648）

応募方法
①応募用紙は、市役所本庁舎総合案内・公民館・
ふかや緑の王国で配布するほか、ふかや緑の王
国ホームページからも入手できます。
② 9月 30 日㈰までに、作品と応募用紙を直接
または郵送でふかや緑の王国へ
※詳細はお問い合わせください。

募集部門
人間審査の部　デザインやアイデアを審査
鳥の審査の部　鳥が作品を使って子育てすると審査に加点
賞（両部門）※各賞とも賞状と記念品を贈呈
最優秀賞（1点）賞金 5万円
優秀賞（一般の部 1点・小学生の部 1点）賞金 1万円
特別賞（数点）賞金 5千円

トウモロコシとジャガイモ

花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!
ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24（花植木流通センター隣）］☎551‐5551

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

↑登録はこちらから
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